






迷える太軍
第二副管長

卜一マ ス ・S・モ ンソ ン

し
ばらく前 になりますが，私 はフランスの中部地方を

通 ってゆるやかに流れ るソンム川にかけられた非常

に古い橋 の上 に立ったことがあ ります。思えば，1918年 の

休戦， そして第一次世界大戦の終 了を告 げる歌声が流れた

あのときから，すでに70年 という月日が過ぎ去 っていまし

た。

戦争中，何千人もの兵士がこの同じ橋を渡 っていきまし

た。 そしてその多くは，帰 らざる人となったのです。整地

された戦場跡の墓地 に立ち並ぶ白い十字架は，そこで亡 く

なった人々の忘れ得ぬ記念碑 となっています。

私 はかつて 「迷える大軍」 という記事を読 んだことがあ

ります。「迷える大軍」， これは第一次世界大戦中のアメリ

カ合衆国陸軍第77歩 兵部隊の一団のことでした。戦 いの最

中，この部隊は完全 に敵に包囲されて しまったのです。食

糧 や水にもこと欠 き，負傷兵 たちを移動 させることさえで

きない状態でした。しかしそのような中にあっても， この

部隊は敵軍からの降伏勧告 にも応 じず，何度も繰 り返され

る攻撃をしのいでいました。そして，完全 に孤立 した絶望

的な状態がしばらく続いたあとに，第77師 団の別の部隊が

進軍 して来て， この 「迷 える大軍」を救い出 したのです。

従軍記者たちは，その救出部隊は戦友 を救い出すために

出かけた愛の十字軍さながらに努力 していると書 き送 った

のでした。兵士たちは進んで危険な攻撃の矢面 に立ち，勇

ましく戦 って死んでいきました。私の心 に，オ リーブ山で

述べ られたあの不朽 の垂訓の断片がふと浮かんできました。
「人がその友のために自分の命を捨てること

， これよりも

大きな愛 はない。」(ヨ ハネ15：13)

「迷える大軍」の救出

この 「迷える大軍」 と，救出のために払われた大変な代

償についての話 は，今ではほとんど忘れ去 られて しまって

います。 しか しこの話 は， 多 くの教訓 を残 して くれて いま

す。 で は今 日，私 たちの周囲 には孤立 した状 態 に置 かれ て

いる 「迷 える大 軍」 と呼 ばれ る人 々は いないで しょうか。

も しい ると した ら，彼 らを救 うため に，私 た ちは何 をしな

けれ ばな らないので しょうか。

まず， 障害 を持 った人々， 老人， 夫 に先立 たれ た人，病

人 とい った 「迷 える大 軍」 が います。 この ような人々 のほ

とん どは， 「孤独 」 と呼 ばれ る荒涼 と した荒 野 の 中 にい ま

す。 しか し，若 さが失 わ れ，健康 を損 ない，体 力 が衰 えて

いく とき， またか すかな希望 の光 さ えも消 えか か って しま

いそ うな と きで も，彼 らに心 をか けて くれる人々 が いれ ば，

このおび ただ しい数 の 「迷 え る大軍 」 を助 け るこ とが でき

るのです。

13歳 の と きに その ような人々 に救 いの手 を差 し伸 べ たあ

る少年 の こ とが思 い出 され ます。彼 と彼 の友 人 たちの所属

す る ワー ド部 に は，大勢 の貧 しい人， 年老 い た未亡 人 たち

が集 って いま した。 当時，私 はそこの監督 を してい ました。

少年 た ちはすば ら しい ク リスマ スパー テ ィー を開 くた めに，

ず っ とお金 をため，計 画 を練 って きて いま した。 それ まで

の彼 らは自分 た ちの ことだけで頭 がい っぱいで した。 とこ

ろが， 彼 らの リー ダーの フラ ンクが ク リスマ スの真 の精神

に 目覚 め， それ までため て きたお金 を自分 た ちのパー テ ィ

ーのため ではな く
， 同 じワー ド部 の一緒 に住 んでい る3人

の年 老 いた未亡 人 のため に使 うこ とを提案 したのです。 こ

う して彼 らは新 しい計画 を練 り始 め ました。

新 しい計画 に胸 を躍 らせなが ら，少 年 た ちは特大 の ロー

ス トチキ ンや ポテ ト，野菜， クラ ンベ リー， そ して アメ リ

カの ク リスマ スの祝 いに必要 な もの をすべて買 い そろえ ま

した。 そ して そのプ レゼ ン トを手 に未亡 人た ちの家 に行 っ

たので す。 ドアをた たいてか ら，彼 らは， その年代 の少年

たちの特徴 とも言 え る調子 っぱずれの声 で歌 い出 しました。
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「聖 しこの夜，星は光 り……。」そして持 って来たプ レゼン

トを手渡 したのです。その歌ははるか昔，かの栄光ある夜

の天使たちの歌声 よりも美しく，彼 らが贈 ったプレゼン ト

は3人 の博士たちの贈 り物にも劣 らないすばらしいものと

なったのです。

いや

愛 傷 を 癒 す 薬

思 いや りのな い言葉 によ って互 い に遠 ざけ合 って いる母

親， 父親， 息子，娘 といった 「迷 え る大 軍」 もい ます。 で

は ここでひ と りの若 者 の例 を見 てみ ま しょう。 その若者 を

ジャック と呼 ぶ ことに します。

ジャ ック はそれ まで， 父親 と幾度 とな く激 しい 口論 を重

ねて きてい ま した。 ジ ャックが17歳 にな ったあ る 日， ふ た

りは それ まで にな く激 しい 口論 を しました。 ジ ャック は父

親 に向 かって言 い ました。「家 を出て い くよ5二 度 と戻 るも

んか。」そう言 うと部 屋 に入 って荷物 をま とめた のです。母

親 は思 い とどまる よう言 い ました。 しか し腹 を立 てて いた

彼 は聞 く耳 を持 ち ませ んで した。 こう して ジャ ック は，泣

いて いる母 親 を玄関 に残 し，家 を出 ま した。

庭 を通 って まさ に門 を出 よう とした とき，彼 の耳 に父親

の呼 ぶ声 が聞 こえて きま した。「ジャ ック，お前 に家 を出 て

い くよ うにさせ た責 任 の大 半 は私 にある。 その ことには心

か らす まな いと思 って いる。家 に戻 りたい と思 った ら， い

つで も戻 ってきな さい。 これ か らはもっ とましな父親 にな

る よう努 力 するか らね。 た だ， いつ もお前 を愛 して いる と

い うこ とだ けは忘 れ ないで ほ しい。」
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ださったことを証 します。また，主は単なる教師ではなく，

真理の教師であられます。また主は一般的な意味での模範

にとどまることのない完全な人生の模範であることを証 し

ます。主は偉大 な医者でもありましたが，単 なる医者以上

のお方でした。人類 という 「迷 える大軍」 を救われた主は

文字 どおり世の救い主であり，神の御子，平和の君，イス

ラエルの聖者，よみがえりの主です。主はこのように言わ

れました。「われは始めな り終 りな り。われは生ける者なり
なんじ

殺 されたる者なり。父と汝らの間の仲保者 なり。」(教 義 と

聖約110：4)

私は主の証 し人として，主が生 きてましますことを証 し

ます。 また主の教 えと福音には，信頼 と誠実 さとをもって

主に心を向ける人々に救 いをもたらす力があることを心か

ら証申しあげます。□

ホームティーチャーへの提案

強調点 ：ホーム ティーチ ングの ときに，以下 の点 につ いて

話 し合 うとよいで しょう。

1.第 一次世 界大戦 中の 「迷 える大 軍」 の話 は，一度 は窮

地 に陥 りな が らも無事救 出 された兵士 の話で ある。

2， 今 日で も，私 た ちが援助 で きる別 の 「迷 える大 軍」 が

いる。 それ は， 障害 を持 った人々，年老 いた人々，未

亡人，病 人， お互 いに孤 立 して しまって いる家族 ，罪

を負 って いる人 々，無知 な人 々の大軍 で ある。 そのよ

うな人々 に どん な手助 けが で きるか考 えて みた ことが

あるだ ろうか。

3.も し主 イエ ス ・キ リ玄 トの願 いが なか ったな らば，私

たち も皆永遠 の死 に定 め られた 「迷 え る大軍 」 とな っ

ていたで あろ う。

4.イ エス は文字 どお り世 の救 い主，神 の御 子，平 和 の君 ，

イス ラエル の聖 者， よみ がえ りの主 で ある。 主の福音

には，信頼 と誠実 さ とをも って主 に心 を向け る人 々 を

救 う力 があ る。
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話 し合 いを進 めるため に

1.私 たちの生活の中での救い主の役割 について，あなた

の感 じていることを述べる。

2.こ の メ ッセ ージの 中に， 家庭 で読 んだ り話 し合 った り

す るの によい聖 句 や言葉 はないだ ろ うか。

3.話 し合 い をよ り充実 した もの とす るた めに，訪 問 する

前 に家長 と話 し合 ってお く とよい。 監督 や定 員会指導

者 か らの メ ッセ ージ はな いだ ろうか。
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家庭 訪 問 メ ッ'tz一 ジ

先を見越した生活
目的 ：先を見越した生活どは，当面の必要に対処するだけど

なく，将来への備えも怠6な 月生活ごあるこどを理解する。

み
ド

ずからをよく管理 し，子供たちを立派に育てていく

うえで，不確かな将来の中に安 らぎを見いだすこと

ほど大 きなチャレンジぱありません。 たとえきょう一 日，

生活の基本的な必要が満たされたとしても，明 日はどうで

しょうか。歴代 の予言者たちは私たちに，先 を見越 した生

活，言 い換えれば， きょう一 日だけでなく，明 日も自信を

持って無事 に過 ごせるような生活をするようにと勧めてい

ます。

先を見越 した生活をするための知恵は，古代 の人々の話

の中にも見受けられます。ヨセフはエジプ トの民に，来る

べき凶作 に備え，豊作の7年 間のうちに穀物を蓄えるよう

勧 めました。 また古代ギ リシャの作家イソップは，先 を見

越 した生活をするという原則を簡潔に表わした 「ア リとキ

リギリス」の寓話を書いています。たくさんの食物 に囲ま

れている間，キリギリスには冬が来たら何が必要かなどと

いうことは考えも及ばないことでした。しかしアリは，食

べ物が不足するときに備 えてせっせ と働 き続けたのです。

その結果， アリは貝信 を持って将来の生活を見定めること

ができました。一方聾 リギリスは(多 少 なりとも将来のこ

とを考えたのであれば)天 の配剤 を願 うことぐらいしかで

きなかったのです。

しかし，先を見越 した生活 というのは，将来のために食

物 を取 っておくだけのことではあ りません。 これには生活

のあらゆる分野が含 まれてきます。私たちが穏やかな気持

ちと自信をもって将来に対処 したいと思 うのであれば，次

の6つ の分野，すなわち，読み書 きの能力と教育，職業面

での能力の向上，財政管理，家庭 における生産 と貯蔵，健

康，情緒面，霊的面 の強 さといった分野でみずからを備 え

る必要があ ります。これらの分野でよく備 えができるよう

に熱心に努力 していれば，不確かな将来 に安心 して対処 し

ていくことができます。

中央扶助協会会長のバーバラ ・W・ ウインダー姉妹 は，

先を見越した生活をすることについて次のように話 してい

ます。「先を見越 した生活 とは，自分たちに与えられている

ものを慎重に， かつつましく使 うことであり，現在の必要

に対 して賢 くこたえながら，なお将来 に対 しても備えをす

ることです。」

先を見越 した生活ができるよう，指導者は私 たちに従 う

べ き一般的なガイ ドラインを与 えてくれています。 しかし，

それらをどのように生活に生かしていくかを決 めるのは私

たち自身です。あるワー ド部で，姉妹たちから非常時の必

要 品を詰めた袋 を作 りたいという要望が出されました。指

導者たちは必要な品物を，毎週 ひとつずつ扶助協会の集会

で紹介 していきました。やがて，大勢の姉妹たちがそれを

完成させ，クリスマスプレゼントとして家族に贈 りました。

先を見越 した生活をするようになると，ほかの人々への

援助 も， もっと楽 にできるようになります。イン ドネシア

のソロ支部 では，食事の用意をするたびに，ひとさじ分の

お米を別 にとっておき， それを毎週困っている人々に分け

与えるようにしました。イン ドネシアの姉妹たちの平均収

入は，年間わずか140ド ルですが，こうした賢明な計画をす

ることによってお互 いに祝福 を分かち合 うことができるよ

うになったのです。

あなたはどれだけ備えができていますか。先 に述べた6

つの分野 について考 えてみてください。各分野でのあなた

自身の必要 について，主のみたまの助けを借 りなが ら計画

してみてください。ウインダー姉妹 はこう語っています。

「きょう先 を見越 した生活 をするなら，たとえどのような

困難が待ち受けているにせよ，それは明日のため， またこ

れから先の生涯のための最良の備 えとなります。主はこう
なんじ おそ

約 束 して くださって います。『も し汝 らに備 えあ らば怖 るる

ことなか らん。』(教 義 と聖約38：30)」 口

訪問教師への提案

1.な ぜ6つ の分野での備えが，個人と家族の幸福 にとっ

て同等の重要i生を持 っているのか話 し合 う。

2.な ぜバランスの取れた備 えが心 に平安をもたらすのか

話 し合 う。 なぜ心の平安 は霊的な成長の大切な要素 と

なるのだろうか。

●10月の家庭訪問メッセージ● 「悲しむ者を思いやって共に悲しむJ

目的 ：特別な助けを必要とする人々のために働く賛任について理解する。 7
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19。台 北神殿(台 湾)

20.パ ペティ神殿(タ ヒチ)

21.ロ ン ドン神殿(英 国)

「(カー トラン ド神殿の)外 壁のしっくいを用意していた

人から，聖徒たちは壊れたガラスや陶器を寄付 してくれる

よう頼 まれていました。それらを砕 いてしっくいに混ぜ合

わせるためです。神殿 の壁が無数の高価な石でできている

ように見せるために，陶器 やガラスの小物 などを含めた 日

の光 に輝 く材料を集 めるための努力がなされました。その

結果，陶器やガラス製品をしまっておく戸だながみな空に

なって しまったほどでした。」(E・ セシル ・マックギ ャビ

ン 「インプルーブメン1ト・エラ」1940年10月 号，p。595)

「わた しは一 つ の事 を主 に願 った
， わた しはそれ を求 め

る。 わた しの生 きるか ぎ り， 主 の家 に住 んで， 主の うるわ

しきを見， その宮 で尋 ね きわ める ことを。」(詩 篇27：4)

「そ の宮で
，すべて の もの は呼 ばわ って言 う，一『栄光 』と。」

(詩 篇29：9)

「神 よ
， われ らはあなたの宮 の うちで 南なたの いつ く し

みを思 い ました。」(詩 篇48：9)

「終 りの 日に次 の こ とが起 る
。主 の家 の山 は， もろ もろ

の山 のか しら として堅 く立 ち， もろ もろの峰 よ りも高 くそ

び え， すべ て国 はこれ に流 れて き， 多 くの民 は来 て言 う，

『さあ
， わ れわれ は主 の 山に登 り， ヤ コブの神 の家へ行 こ

う。彼 はその道 をわれわ れに教 え られ る， わ れわれ はその

道 に歩 もう』 と。」(イ ザ ヤ2：2-3)

「あ なたが たが求 める所 の主 は
，たち まちその宮 に来 る。」

(マ ラキ3：1。III二 一 ファイ24：1;教 義 と聖 約36：8

も参 照)

「わ た しは毎 日
，宮 です わ って教 えて いた・一 ・。」(マ タ

ィ26：55)

「そ して
，彼 らに教 えて言わ れた， 『わ たし の家 は， すべ

て の国民の祈 の家 と とな え らるべ きで ある。』」(マル コ11：

17)

「この人(シ メオ ン)が 御霊 に感 じて宮 にはい った
。」(!レ

カ2：27)

r私二一ファイはまたソロモンの神殿 にならって一うの

神殿を建てたが， そのちがっている所 はさほど多く貴重な

品を使 って建 てなかっただけである。 それはかように貴重

な品が当時この地 になかったから，それでソロモ ンの神殿

とちがわない様 に建 てることができなかったのである。し

かし，その建築の様式はソロモンの神殿と同じであって，
ぎ りょう

その製作 の技イ雨は非 常 に見事 で あ った。」(II二 一 フ ァイ

5：16)

「選ばれた霊たち 〔は〕……，偉大 な末 日の業の基を置

く務めに携わるべく，時の満 ちる時代 までこの世 に来 るの

をとどめおかれていた。

神殿の建築 と死者の賭いのためにそこで儀式を執行 する

ことも，偉大 な末 日の業の一部である。」(死 者の順いに関

する示現1：53-54)

「これら忠実な兄弟たちのために長い間，熱心に主に願

って参 りました。私 たちは，何時間 もの間，神殿 の一室で

主 に導 きを願い求めました。

その結果，主 は私たちの祈 りを聞 き届けてくださいまし

た。」(『神権 に関する啓示 と教会役員の支持』「聖徒の道」

1979年2月 号，p.23)

「主 はシオンの確立を命 じられ， この神殿 の完成 を命 じ

られた。主はここかしこの谷 あいで生者 と死者のための救

いのみ業を行なうように命 じられた。そして全能の神 は悪

魔によってそれが妨 げられないように定められた。」(ウ イ

ルフォー ド・ウッドラフ，教義 と聖約 「公式の宣言一1」

p.293〔 英文〕)

まこと ごと
「主，誠にまたか くの如く言いたもう。汝 らわが神殿の

仕事 およびわがすでに汝らに命 じたる仕事は，皆これを継
れいせい

続して中止すべからず。汝 らの励精 と堅忍 と忍耐 と，汝 ら

の働きとを倍加せよ。 さらば，汝 ら決 して報 いを失わじ，

と万軍の主言いたもう。」(教 義と聖約127：4)

しる
「かくして汝 らの録す ところは皆天に於て録 さるべく，

何にても汝の地に於て結ぶところは天に於て も結ばれ，何
とニ

にて も汝 の地 に於 て解 く ところは天 に於 て も解 か るるため

な り。」(教義 と聖 約127：7。 マ タイ、16：19;18：18も参 照)□
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デビッド・B・ヘイト長老
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人を高めて得られる喜び

七十人第一定員会会員

ロナル ド・E・ポ ール マ ン

19
30年 代 半 ば， デビ ッ ド ・ヘイ トは ソル トレー ク シテ

ィーの大 きな雑 貨店 の若 い経 営者 として多忙 な 日々

を送 ってい ました。 そん なあ る 日，彼 は事 務所 で著名 な人

物 の訪 問 を受 け ま した。 ヒーバ ー ・J・ グ ラ ン ト大管長 が

その人で す。

大管 長 はヘイ ト兄弟 に， カ リフ ォル ニアで の勤務 のため

に， 間 もな くソル トレー ク シティー をあ とにする とい う話

が本 当か ど うか を尋 ね に来 たの で した。若 い経営 者 のヘイ

ト兄弟 は， グ ラン ト大管長 か ら行 くことを思 い とどまる よ

うに言われ るので はな いか と懸念 しな が ら， その 旨を伝 え

ま した。

ところが驚 いたこ とに， グ ラ ン ト大管長 か ら返 って きた

言葉 はこうで した。 「それ は大変 結構 な ことです。」 そ して

大管長は， もっと多くの忠実 な若 い末 日聖徒の男性がユタ

を離れ，人々の信望 を得 られる場所へ出て行 くべきである

と述べたのです。

「大管長 は 『主があなたを祝福 したもうように』と言い
，

私に握手をすると事務所を出て行かれました。」十二使徒評

議貝会会貝のデビッ ド・B・ ヘイ ト長老 は当時を思い返 し

ています。

主 は確かにデビッ ド・ヘイ トを祝福 してくださっていま

す。仕事や家庭面で，また教会での責任や多くの人々への

影響力という点ですばらしい成功を収めていることからも

それがわかります。彼 は小売業界でも，名の知れた経営者

として通っていました。また第二次世界大戦では，合衆国

海軍の一兵士 として国家に尽 くし，カ リフォルニア州では，

パロ ・アル ト市の最 も愛され尊敬される市長のひとりとな

って地域 のために尽 くしました。ヘイ ト長老 は1930年9月

4日 ，ル ビー ・オルソンとソル トレーク神殿で結婚 し，そ

の後3人 の子供を育てあげています。ヘイ ト長老は， ステ

ーキ部長
，伝道部長，地区代表を歴任 したあと，1970年4

月には十二使徒評議員会補助 に，そしてその6年 後の1976

年1月8日 には， ヒュー ・B・ ブラウン長老の死去 に伴い

十二使徒評議員会会員に召されています。

死 ん で い たか も しれ な い

過 去 をた どってみ る と，彼 が今 日の愛 され る指 導者 とな

る までの，霊的 な成 長 と人格 形成 の跡 を見 る ことが でき ま

す。 デ ビッ ド ・ブル ース ・ヘイ トは，末 日聖徒 の開拓者 の

子孫 と して，1906年9月2日 ， アイダホ州 オー クレーに生

まれ ま した。町 の銀行家 で あ り，監督 で あ り， 国会議員 で

あ った彼 の父親 ヘ クター ・ヘイ トは， デ ビッ ドが わずか9

歳 のと きに世 を去 ってい ます。彼 は主 と して母親 のクラ ラ

と兄 や姉 の手 で育 て られ ま した。

こう して， アイダ ホ州 オー ク レーの小 さな町 で，彼 は普

聖徒 の道/1987年9月 号 19



通 の少年 として成長 しま した。 しか しそ の間，彼 は2度 ほ

ど命 を落 とすよ うな経験 をして いるので す。1度 目は，暴

走する 馬車 か ら放 り出され て電柱 にぶつ か った とき，2度

目は川の深 い所 に もぐって頭 を打 った ときです。 の ちに人

人のた めに働 くこ ととなる父 に触 れて， 息子 のロバ ー トは

こう語 ってい ます。 「主 が，若 い ときの父の命 を守 って く

だ さったの だと思い ます。」

これ か らも生涯彼 の支 えとな ってい くはずの進取 の気性

(右)少 年時代のデビッ ド。

(右上)大 学生の ころ。

(右下)1930年 にルビー・オル

ソンと結婚 したデビッド9

ヘ イ ト。

と行動力は，ル ビーヘの求婚時代にぞんぶんに発揮 されて

います。初めて彼女 にデー トを申し込んだ 日，ルビーはす

でにほかの人と夜8時 か らのデー トの約束 をしていました。

そこで彼は彼女 に6時 に会 って くれるよう頼 んだのです。

魅力的なル ビーはほかにも何人かに求婚 されていましたが，

結局彼女が愛するようになったのはデビッ ドひとりだけで

した。

新たな道を開 く

運良 くも，ル ビーは結婚前に母親から，夫の仕事でどん

なところに行 くことになって もついて行 くようにと忠告 を

受けており，それを聞 き入れていました。その忠告 どお り，

新婚時代の彼 らは住 まいを転々とすることにな りました。

子供たちは当時 を思い起 こし，父親が仕事に専念する一方

で，母親が幼い自分 たちの生活 に精神的な強さと粘 り強 さ

をもたらしてくれたと語 っています。「母は本当にすばらし

い影響力を持 った人でした。」娘 のカレンはこう言 っていま

鶏麗1灘
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す。

若い夫，父親 として，デビッ ド・ヘイ トは毎週教会の集

会に出席 し，求 めに応 じて召しを遂行 し，それ らに喜びを

見いだして きていました。 ところが第二次世界大戦の最中，

教会での召 しに関 して，彼 に人生の重大な分岐点 となる瞬

間が訪れたのです。

ある肌寒 い晩，彼 はサンフランシスコ湾内の トレジャー

島(人 工島で海軍基地)沖 の離着陸用 ドックの上 に妻 と3

人の小 さな子供たちを残 し，飛行艇でハワイに向かいまし

た。暗い太平洋 を騒音 と振動の激しい飛行艇に揺 られなが

ら，ヘイ ト小佐 は，人生 において最 も大切なものは何かを

考えあぐね，眠れぬ夜を過ごしました。そして彼は，自分

にとって最 も価値 ある大切なものは， ドックの上に残 して

きた家族であることに気づいたのです。心の中には，家族

と永遠 に一緒にいたいという気持ちが募 りました。

彼は教会の召 しに対する自分 の決意が， まだ十分ではな

いことを感 じていました。そこで主 に， もし戦争が終わっ

てまだ命が残っていたら，どんな召しをも受け入れること，

またその召しを通して求められることは何でもすること

を約東したのです。息子のブルースが言うように，ある

意味でひとつの道を閉ざ し新たに道を開くという，彼の

新 しい入生観がここに現われているのです。

主 に求 め られ る 資 質

しか し， 彼 は決 してみずか ら教会 の地位 を求 めた り， 召

しを当然 の こと と考 えは しませ んで した。1951年 ， 十二 使

徒 評議員会 のマー ク ・E・ ピー ターセ ン長老 が ステー キ部

長 会 を決 め るため にパロ ・アル トにや って来 た とき， デ ビ

ッ ド ・ヘ イ トは副監 督の責 任 を解 かれ， 高等評議 員 に召さ

れ て間 もない ころで した。 彼は， ス テーキ部長 会の一 員 と

して主が求 めて おられ るよ うな 資質は 自分には ない と感 じ

ていま した。 ところが翌 日， 彼 はス テーキ部長 と して支持

されたの です。

「パ ロ ・アル トのス テーキ部 長 として
， 主人 は本 当 にす

ば らしい働 きを しま した。 そ して大 きな成 長 をみず か ら目

の 当た りにする ことがで き ました。」 ル ビー・ヘ イ トはこ う

語 って います。 彼 はス テーキ部 セ ンター と数 カ所 の礼拝堂

の建築 の監督 を し， さ らに土地 をい くつか購 入 して います。

その地域 の現在 の礼拝堂 は， ひ とつ を除 いてす べて その当

時購入 した土地 に建 て られ て います。

しか しもっ と大切 なの は，彼 が その地域 の人 々を深 く愛

した こと， そ して 同様 に 人 々 か ら 愛 を受 け た ことで しょ

う。 ス テーキ部 長会 で副 ステー キ部 長 と して働 いた リチ ャ

ー ド ・ソンネ兄 弟(彼 はヘイ ト長老 の あと ステーキ部長 と

聖徒 の道/1987年9月 号

な り， の ちにオー クラ ン ド神殿 の神殿 長 を務 めて いる)は ，

ヘイ トステー キ部長 の こ とをこう語 ってい ます。「彼 は人々

に賛 辞 の言葉 を欠 か さない人 で した。 また 自分 か ら進 んで

人々 と親 しくしてい く人 で した。」 ヘイ トステー キ部長 の

指 導技術 は常 に一定 してい ま した。「彼 はよ く『私 た ちが し

な けれ ばな らないの はこれで す』 という言葉 で人々 に説 明

を し，各 自が その務 め を果 た す ことを期待 しま した。」

e

家族の宝

今 日教会 において，ヘイ ト長老 は組織 における神権指導

者の訓練，各神権評議員会，定員会を有効 に利用するとい

う点に力を入れ，手腕を発揮 していることで知 られ，その

働 きは高 く評価 されています。

パロ ・アル トでの何年間かは，デビッ ド・ヘイ トにとっ

て実に多忙な日々で した。そのかげでは，有能なすばらし

い妻の愛に満ちた支えが家族 にとって大きな宝となりまし

た。子供 たちが口をそろえて言うことは，母親の霊的な強

さ，いつも変わらない楽天的な性格，奉仕に対する愛が，その

数年間確 かに父親の大きな力となってきたということです。

同 じような状況に置かれたら，それほ どまでに家を空け

させる夫の仕事，責任 に対 して憤慨する妻 もいるかもしれ

ません。「私 はただぼんや り家にいたわけではあ りません。

地域の仕事をしたり，裁縫をしたり，読書をしたり，教会

の責任 を果たしたりといろいろなことに熱中していました。

本当に，幸せだったと思います。」ルビーはこう語っています。

小学生のころ，いつもきわめて楽天的な彼女をからかう

友達 もいたようですが，彼女 は笑いなが らこう言 うのです。
「でも物事 には必ず良い面があるんです もの

。」

ヘイ ト長老夫妻は共に，進んで人々のために尽 くしてき

ました。ふたりの自宅 は，夜泊まる場所がなく困っている

人々のためにいつで も解放されていました。「大学から戻 っ

てくると知 らない人が寝 ていたり，知 らない人がテーブル

で一緒に食事をしているということがよくありました。」娘の

カ レンはこう話 しています。常連の中に，カリフォルニア

州のスタンフォー ド大学 に行っている末 日聖徒の学生たち

がいて，彼 らはよく教会の教義 に関 してむずかしい哲学的

な話をすることがありました。 カレンは，父親が彼 らに何

度もこう言っていたのを覚えています。「福音はわかりやす

いものだよ。そんなにむずかしくしてはいけない。」

驚 くべき発表

子供 たちの成長期には多忙な 日々を送った父親でしたが，

子供たちの方には，なおざ りにされたという気持ちは少 し

も残 っていません。彼は自分の方から子供たちに接 してい
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き， い ろい ろな面 で 手助 け を して い ます。 「父 は私 にい つ

も， 父 にとって私 は大切 なお姫様 なんだ とい う気持 ち を持

たせて くれ ま した。」 カ レンはこ う話 して います。

「ぼ くたちが子供 の ころ
， 父 は高 い山 が好 きで， よくハ

イキ ンクや キ ャンプ に出 かけて行 き ました。」こう語 るの は

息子 の ブル ースで す。彼 らは 日常生活 の わず らいか ら離 れ

るため に，休 暇 を利 用 して家族 で 出か ける ことが よ くあ り

ま した。 それ も，文 明の気配 さえ感 じられな い， 人里離 れ

た遠 い所 まで出 かけて行 くので す。「一度，か な り奥 深 い荒

野 まで入 り込 ん だ ことが あ って，私 た ちが出会 った ただひ

と りの人 で さ え，道 に迷 って いた と い う こ とが あ りま し

た。」ロバー トは こうつ け加 えて い ます。 ブル ースの話 に よ

れ ば， この ような遠 出 か ら，彼 は いつ も心身 と もに リフ レ

(右)合 衆国海軍の士官を務めたデビッド・ヘイ ト。

(右上)地 域の教会指導者 として，地元の教会の

発展に大き く貢献 した。右側 はデビッ ド・0・

マッケイ大管長。(右 中央)孫 やひ孫に囲 ま

れたヘイ ト夫妻。(右下)ヘ イ ト長老は，レ

クリエーションとしてキャンプや釣 リを

楽 しむ。
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ッシ ュして戻 って きた とい うこ とで す。

パ ロ ・アル トの市長 として，彼 は今 日パ ロ ・アル ト市 民

に貢献 す る数 多 くの都市 開発 計画 を生 み出 してい ます。 さ

らに人柄 の良 さ と温 かい心が手伝 って， 彼 は何 人か の友 人

たちを教会 に導 いて い ます。彼 らは， ヘイ ト長老 の取 り入

れ てい る標 準 を知 り，尊敬 す る ようにな って い った のです。

教会員 で はない知 人 たちの 中には，1963年 の あの晩 にな っ

て初 めて， ヘイ ト市長 の教 会 に対 す る熱 意 の深 さを知 っ た

人 もい ます。

市議会 の会合 が終 わ った とこ ろで， ヘ イ ト長 老 は市 の職

員，市 民，報道 関係 者 に対 し，議事 予定 にない もうひ とつ

の発 表事項 があ る ことを告 げ ま した。 「お知 らせ いた しま

す。私 と妻 の もとに， モル モ ン教 会 の方 か らス コッ トラン

ドに行 くよ うに との指示 が あ りま したので，今 晩 を もって，

捌 膿 聯
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私 はパロ ・アル ト市長および市議会議員を辞任 いたします。

これをもって議会 を解散 いたします。」

教会員でない議員たちから，辞任 を思いとどまるように

との説得 が続 きました。 しか し彼 は，この召 しが自分 が予

言者 と見なすデビッ ド・0・ マッケイ大管長から来ている

1灘

縦 r「

嗜巌

;き ず　 ぼセ

識 欝 、耀 齢 鞭

難E鰻

講

もの であ ること を説 明 したのです。 デ ビ ッ ド ・ヘ イ トに と

って気 がか りなの はただ ひ とつ， ス コ ッ トラン ドにたつ 日

が いつに なるのか とい うこ とだけで した。

手をすき にか ける
「救 い主は，手をすきにかけたら後ろを見ないようにと

言われましたが(ル カ9：62参 照)， 私 の頭の中にはそれが

何度 も浮かんできました。」ヘイ ト長老は今 こう語 っていま

す。「これまで熱中してきたことを未練がましく振 り返るの

はやめるべきです。」

24年 前のその 日，彼はすきに手 をかけたのです。そして

それからは悔やんだ り，後 ろを見ることは決 してしません

でした。教会でより高い責任に召されるたびに，奉仕の機

会 も増えていきました。 しかし，責任が多くなったために，

家族への奉仕の機会 が減 ったわけではありません。むしろ，

子供たちの成長 とともにその機会は多くなっていきました。

家族 との接触 を保つために彼が取 り入れた方法に，3分

間電話 というものがあります。義理の息子にあたるジ ョ

聖徒 の道/1987年9月 号

ン ・ハ ンツマ ンが ワシ ン トンD.C.で 伝 道 部長 を していた

ころ， カ レンは よく父親 か ら電話 を受 け取 った もの です。

電話 の向 こうで はいつ もこう言 うのです。「ワ シン トンで も

相 変 わ らず福音 は真実 かね。」そ して何事 もない とわか って

安 心 す ると電話 を切 るの です。 また， 話 の内容 が むずか し

い問題 に変 わ って くる と，「あ あ，そん なこ とはす ぐ解決 す

るさ」 と楽天 的 な意見 を述 べて，安心 させ て くれ るのです。

彼 に とって大切 なこ とは，子供 なちが証 を持 って元気 にや

って いるか どうか という点 なの です。

ヘイ ト家 の孫娘 の ところに は，祖 父 であ る彼 か らこんな

ふ うに電話 が かかって くるので す。「電 話帳 を見て いた ら，

ち ょうど この家 の番号 に 目が留 ま ったんでね……。」

人との接 し方

彼 は召 しを果たしなが らも，宣教師の送別会や結婚式，

バプテスマなど特別 な行事 にも参加するよう心がけていま

す。
一人一人のために時間を取るということは

，ヘイト長老に

とって非常 に大切な問題 になっています。孫であるロバー

トの息子のひとりに彼はこう助言 しています。「主 は君が監

督かステーキ部長か，それとも使徒 かということにあまり

関心を持たれないと思うんだ。それよりも主が関心を持 っ

てお られるのは，人々 との君の接 し方 じゃないだろうか。」

もちろん救い主の特別 な証 し人としての彼の責任には，

それなりに大きなチャレンジが伴 っています。「主のみ旨と

みこころを知るために，通路が常 に開いているかどうかを

見守ることが自分の責任であると感 じています。」ヘイ ト長
こころ

老 は こう語 って います。それ には，「主の意 と…… 主の精神」

(教義 と聖約68：4)を 知 るため に謙 遜 に祈 り求 める こと

が必要 になって きます。

「十 二使徒定員 会 の一 人一 人 は皆謙 遜 に
， 自分 を取 るに

足 りな い最 も小 さな者 と感 じて お られ るので はないか と思

います。 しか し，私 は 自分 が実際 その とお りの者 であ るこ

とを知 ってい ます。」 ヘイ ト長老 は こう言 ってい ます。

「私 が最 も心が けて いる ことは
， 力の 限 り完全 に召 しを

そな

果 たす とい うことです。 これ まで も，私 は 自分 に具 わ った

能力 をはるか に超 えた力 を頂 いて きま した。」 □

*ロ ナル ド ・E・ ポール マ ン長老 は， これ までにパ ロ ・ア

ル トワー ド部 監督会 の副 監督 ， ス テーキ部 高等評議 員 を務

め， ヘイ ト長老 がパ ロ ・アル トス テーキ部 のス テーキ部長

在任 中に は， スタ ンフ ォー ドワー ド部 の監督 の責 任 にあ っ

た。
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祝
福 師 の手 が私 の頭 上 か ら離 れた とき，受 けた祝福 の

大半 がそん なに も早 く， しか もあの ような思 いが け

ない方法 で成就す る とは， 彼 にも私 に も想像 がつ きません

で した。2年 前 改宗 した私の心 を打 ったその教義(亡 くな っ

た親 族 を探求 す る責任)が 特 に3度 も祝福 の 中で言 われて

いたのです。 しか し，家族 の 中で ただひ と り教会 員 とな っ

た私 に とって，系 図 をま とめ る仕事 は， ひど く大 変 な こと

のよ うに思 えま した。

祝福 師の祝福 を受 けて数年後 ，私 は フラ ンスとベル ギー

へ伝道 に出 ま した。私 は，伝 道地 でぜ ひ系 図 も調 べた いと

思 って いま した。父は私 に間違 って，Jaccard(ジ ャ カー ド)

とい うのは，Jacquard(ジ ャ ク ァー ド)と い う普通 の フラ

ンス系 の姓 のつ づ りだ と もらした ことが あ ったので， フ ラ

ンスに滞在 中，私 は 自分 の先 祖 の資料 を集 め られ るの では

ないか と期待 してい たのです。

伝道 も終 わ りに近 づ いた ころ， 私 は伝 道部長 か ら， ベル

ギーのブ リュッセル にい る会員 た ちの系 図探求 と神 殿 の仕
　

事を手伝 うようにという指示を受 けました。そんな折，あ

る宣教師か ら 「系図についてどれだけ知 っているか」 とい

う小冊子をもらいました。

私 はその本 を最初 にひ と通 り読 み終 えて か ら筆 者名 の リ

ス トを見 ました。何 人 かの名前 の 中に， ひ ときわ 目立 って

ジ ョセフ ・T・ ジ ャカー ト(Jacquart)博 士 という名 前が

あ りま した。 自分 の名 前 と発 音が 同 じと思 われ る， スペル

の違 うもうひ と りの ジャカー トに出会 ったので す。 その ジ

ャカー ト博 士 の住 所は， ブ リュ ッセル の系図 ・人 口統計学

ベル ギーセ ンター となってい ました。

私 はす ぐセ ンター に電話 を入れ， ジ ャカー ト博士 に会 う

約束 を取 りました。約 束 の 日， セ ンターに出向 いた私 たち

は， ジャカー ト博士 が病気 で ある と知 らされ たのです。代

わ りにセ ンターの所 長 が私 た ちの ために親 切 にセ ンター内

を案 内 して くれ ました。私 た ちは所長 に， 教会 につ いて何

か聞 いた ことはな いか， もっ と詳 しく知 りたい とは思 わな

いか尋 ね ました。

意外 に も 「ぜひ知 りた い」 とい う返事 が返 って き ました。

そ して彼 はこ う言 ったので す。「我 々 の協 会 の次 回 の月例 集

会 で， モル モ ンの系 図に ついて話 して いただけ ませ んか。

それ まで にこち らで もジ ャカー ト博士 に会 って， あな たの

系図 資料 をお渡 し してお きま しょ う。」

約束 の 日， 同僚 と私 が 出か けて行 くと， 講堂 には大勢 の

醐

難

羅
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人が詰 めか けて いま した。私 た ちが視覚 教材 や資料 の準備

をしてい ると， 白髪 の紳 士 があ いさつ を しにや って来 ま し

た。 ジ ャカー ト博 士 で した。博 士 は私 に， フ ランス とベ ル

ギー，ス イスの系図地 図 を渡 し，ジ ャク ァー ド(Jacquard〉

は フ ラ ンス人 で， ジ ャカ ー ト(Jacquart)は ベ ル ギ ー人，

そ して ジャカー ド(Jaccard)は ス イ ス人 であ る と説明 して

くれ ました。 そ して， 以前 スイ ス人の ジ ャカ ー ドに関す る

論文 を書 いた ことがあ り，私 の親戚 と思 われ るスイ ス人 の

住所録 をい くつ か手 元 に持 って いる とい うの です。

数 週間後，宣教 師 を解 任 され た私 は，住 所録 を手 に， ス

イ スの ベル ンに住 む ロバ ー ト ・ジャカー ド博 士 の家 を訪 ね

ま した。彼 は私 と親 戚関係 にある ことをす ぐに証 明 して，

私 の手元 に ある もの と同 じ系図表 を書 いて くれ ました。 そ

して， ジャカー ドとい う名前 の発祥 地 で あるサ ン ・クロ ワ

というスイ スの村 か ら国境 を少 し越 えた， フラ ンスのベ サ

ンコ ンにあ る公 的史料保 管所 を訪ね， そ こで調 べ てみ るよ

う勧 めて くれ ました。

ベサ ンコンで，私 は系 図上 で の アメ リカ とスイスの っな

が りを見 つ けるこ とがで きま した。 ロバー ト ・ジャカー ド

博士 に調 べた結果 を通 知 して1カ 月後，彼 は紀元1350年 ま

で さかのぼ るジ ャカー ド家 の先祖 の名前 をす べて記 した手

紙 を私 に送 って くれ ま した。名前 の発祥 地 は どれ もサ ン ・

クロワにな ってい ま した。 それ以来，私 はこれ らの先祖 の

完全 な系 図 を探求 し続 けて き ました。 また多 くの先祖 のた

め に，神 殿 の儀 式 も して きま した。

この経験 を振 り返 って みる と，幕 のか なたの先祖 た ちが，

私 の宣教 師 として の仕事 に対 して だけで な く，系 図を探 求

する という もうひ とつの仕事 に対 して積極 的 な関心 を示 し

て くれて いた こ とがわ か ります。 この 「系図 を調 べ る仕事 」

は，私 の ヨー ロ ッパで の伝道 期 閲，2年 半 をはるか に上 回

る長 期 にわ たる仕事 とな って い ます。口

*ジ ェ リー ・L・ ジ ャカー ド ：ハー トフ ォー ド ・コネチカ

ッ トステー キ部 ハー トフ ォー ド第一 ワー ド部監督
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チ ャー リー

エイ リン ・D・テ ル フ オ ー ド
6

ま
だ68歳 だとい うのに， ずいぶ ん老 けて見 える人で し

た。 弱々 しい体 は， 病院 の窮屈 そ うなベ ッ ドに横 た

え られ て， 皮 ひ もで くく られて い ます 。 すで に呼 吸 は浅

く，血圧 や脈 拍 は下 が り始 め てい ます。 この人 は， チ ャー

リー といい，精神 病院 の内科 ・外 科病棟 に入 院す る20人 の

患者の ひ と りです。私 は ここで看 護婦 と して働 いて いま し

た。

その晩， 医師 は勤務 中の私 に， チ ャー リーの死 が近 い こ

とを告 げ ました。 しか し， その死 が数 時間後 にや って来 る

のか，数 日かか るのか，断言 す るのは医学 的 に も不 可能 で

した。夜 勤 の看護 婦 として，私 は家族 を呼 ぶべ きか どうか

判断 を任 され たの です。
ちゆうちよ

一般の病院の通常の場合であれば
，躊 躇せず，すぐに家

族を呼び寄せていたでしょう。 しかしここでは，状況が違

っていました。患者のほとんどが長期 の入院生活 を送 って

おり，家族 も当人のいない生活に慣れ，中には介抱をあき

らめた家族 さえいました。患者の死期を確定できないまま，

真夜中に家族 を呼び寄せるのは，病院の方針 に反すること

でした。

どうすべきか判断に迷 いながら，私はチャー リーの枕元

に立って，彼の別の姿を思い描いてみました。もはや年を

とることも病に伏すこともなく，記憶などを含 む精神的な

機能障害 に悩まされることのない彼。幸せそうな奥 さんと

笑い声の絶えない子供たちに囲まれた若い夫の彼。 そんな

姿を思い浮かべているうちに，私 の胸 は彼 と彼の奥 さんに

対する同情の気持 ちでいっぱいにな りました。ふた りは今

でも愛 し合っているに違 いないのです。死 を前にして，ふ

たりは少 しでも一緒 にいたいに違いあ りません。 しかし，

その死亡 の時期がわからないために，私がふたりの問の妨

げになっているのです。

私は頭を下げ，チャー リーの奥 さんに連絡 すべきかどう

かを知 らせてほ しいと声に出して祈 りました。すると心の

中に，次のような力強い言葉が返 ってきたのです。「チャー

リー の奥 さんに今 す ぐ連絡 しな さい。 彼 は夜 明 け前 に、壱、を

引 き取 るで し ょう」 と。 チャー リーに残 された時間 は6時

間 もない ことを私 は悟 りま した。 また彼 の奥 さん が ここに

来 るのに1時 間 はかかる ことがわ か って い ました。

そ こで， す ぐに家 に電話 を入れ， チ ャー リーの病状 が悪

化 してい るこ とを伝 え，病院 の方 に来 るよ うに勧 め ました。

ところが驚 いた ことに，奥 さん はあ ま り気 が進 まない とい

った様 子 で こう言 ったの です。

「明 日クラ スに出なけ れば ならない し
， よく寝 てお かな

いとい けないんで す。」

「で も
， ご主人 の状 態 が良 くないん です。 こち らにい ら

っ しゃった方 が いい と思 い ます。」私 はやや強気 に言 いま し

た。

「行 ったと ころで どうなるん ですか
。」痛 々 しい声が返 っ

て きま した。 「もう何 カ月 も私 の こ とがわ か らない んで す

よ。 そんな中で彼 に会 うのは つ らいんです。」重苦 しくため

息 をつ いてか ら彼女 が言 い ま した。「わか りま した。行 きま

す。 朝方，7時 か ら8時 まで の間 にはそ ちらに着 くよ うに

します。」

しか しそれ では遅 す ぎ るの です。私 は半 ば取 り乱 して，な

ん とかわか って もらおう と努 め ました。「もっ と早 くい らっ

しゃった方 が いい と思 い ます。 で きればす ぐに。」

「どう して?」 彼女 が尋ね ました
。

私 は祈 りの答 えを聞 い たこ とを話 した かったの ですが，

それ もで きず，ゆ っく りとこう言 いま した。「ご主人 の死が

迫 ってい るんです。 す ぐにい らっ しゃった方 が よろ しいと

思 い ます……。」 そ して 間 を置 いて か ら言 いま した。 「で も，

どうする かは奥 さんがお決 め になって くだ さい。」

「じゃ
， 朝一番 に行 きます。」そう言 うと彼女 は受話 器 を

置 きま した。

彼女 の返事 に，私 はい ささか失望 しま した。 しか しまた，

最 後 の決 断 は彼女 に任 され て いるこ とも承知 して い ました。

私 はほかの患者 を見 回 りなが ら， その ととは考 えない よう
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に しなが らも， なお彼 女 の気持 ちが変 わ って くれ れば とひ

そか に祈 って いま した。 それか ら15分 ほどた った ころ，彼

女 か ら電話 がか か って きま した。

「主 人は本 当に死 にかけて いるんで しょうか
。」

「ええ
， そうです。」私 は答 えま した。

「明 け方 まで もた ないんで すか。」

私 は少 し間 を置 いてか ら答 え ました。「医学的 には断書で

きませんが，私 の感 じで は， 明け方前 に亡 くな られ る と思

います。」

「じゃ
， す ぐ行 き ます。1時 間 ぐらいで着 くと思 い ます

か ら。」

彼女 の決 断 を喜 んだ ものの，考 えて い くうちに私 は不安

にな って きました。 死 の床 に ある夫が妻 を認識 する こと も

で きず， そば にいて あげ ようと して いる彼 女 の努 力 を認 め

て あげる こと もで きない とは，何 と悲 しい ことで しょうか。

そんな思 いで仕事 を続 けて いた私 は，午 前1時 ごろにな

って，再 び祈 りの必要性 を強 く感 じま した。私 は， ひ と り

になれ るシーツ置 き場 に行 き， チ ャー リー が， せ めて奥 さ

んを認識で き るように， そ して この最後 の と きに，言葉 は

交 わせ なくて も， お互 い の気持 ちの中 にやさ しさ と愛 が あ

、ζ・れ るように と天 父 に助 けを祈 りました。

彼 女が病 院 に着 いたの は， 午前3時 ごろで した。奥 さん

のあ ま りの若 々 しさ に私 は少 々驚 か され ました。灰色 の髪

はきちん と整 え られ，小 柄 でほ っそ りとした女性 で したDと

うに80を 越 えている よう に見 える チャー リー に くらべ，彼

女の方 は小 意気 な50代 とい った感 じで した。彼女 は，一 緒

に来 てい た若 くて美 しい娘 さんを私 に紹介 して くれ ま した。

彼女 らと一緒 にチ ャー リーの病 室に向かい， チャー リーの

枕元 に近 づ いた とき，私 は一瞬光 が彼 の空虚 な青 い 目を突

き抜 けて い くような気 が しま した。彼 の固 く握 りしめ られ

た手 はほぐれ，何 か話 したそ うで した。奥 さん は， そ ばの

いす に座 って，腕 をや さ しくさすって あげて いま した。 す

るとチ ャー リー が笑顔 を見 せ たのです。

「私 の こ とがわ か ったんだわ。」そ う言 うと彼女 の 目には

涙が あ、言・れて き ました。 チ ャー リーの 目にも， そ して私 の

目にも涙 が あふれ ま した。

「そうね
， わか った よ うね。」そ う言 うと，私 は静 かに部

屋 を出 ました。

規則 的 にチ ャー リーの脈 を計 りに行 く私 には， 状態 が ゆ

っ くりと悪化 して いるのが わか りま した。 しか しチ ャー リ
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一 は
，普段 の突 飛 な動 きは見 せず，終 始穏 やかで した。 そ

してや さし く触 れ る奥 さんの手 といたわ りの言葉 に こたえ

よう として い ました。 チ ャー リーの方 は口 はきけ ませ んで

したが， ふた りの心 は通 じ合 ってい ま した。 そ して そこ に

愛 があ ふれて いま した。

朝の5時 になって も， チ ャー リー は まだ命 があ りま した。

日の出 まで，45分 足 らず になって いま した。私 の方 は， チ

ャー リーが死 ぬか どうか という ことで はな く， どの ように

死 を迎 えるか とい うこ とが心配 にな り始 めてい ま した。 チ

ャー リー も奥 さん も， 共 にあの ようなす ば らしいひ ととき

を過 ごせ たのです。私 は，死 にぎわの苦痛 によって その思

い出が かき消 され て ほ しくな いと思 いま した。

そ こで再 び急 いで シーツ置 き場 に駆 け込 むと，私 は彼 が

静 か な臨終 を迎 え られ る ように と， その晩3度 目の祈 りを
ささ

捧 げま した。 ひざ まずいて いる と，私 は穏 やか な気持 ち に

な り，何 も心配 は い らな いとい う確信 を得 たので す。

ほかの患者 を見 回って いる と， チ ャー リーの付 き添 い人

が私 を見 つけて入 って き ました。

「チャー リーなんで すが
，生 きて いるの か どうか， わか

らなくな った んです。」彼 が言 い ました。私 はチ ャー リーの

心 臓 の鼓動 を聞 くために， 途 中ナ ース ステー シ ョンに よっ

て聴診器 を取 りました。

チ ャー リーはベ ッ ドにじっ と横 たわ ってい ました。 目は

閉 じ られ，安 らか な顔 を して いま した。

「私 が話 しか けた ら
， 目を閉 じたん です。眠 って いるん

で しょうか。」奥 さんが言 いま した。

私 は何 も聞 こえて こない ことを半 ば承知 の うえで，胸 に

聴 診器 をあて ま した。 それか ら彼 らの方 を向 いて言 い まし

た。「ご主人 は息 を引 き取 られ ました。」

.&・た りは静 かに泣 いてい ま した。私 は しば らく してか ら

彼 らを ドアの方 に送 り， ふ た りに腕 を回 して言葉 にな らな

い気持 ち を伝 え ました。

チ ャー リーの奥 さんは，私 の手 を握 りしめ ると小声 で こ

う言 い ました。「電話 をくだ さってあ りが とう。チ ャー リー

と一緒 に過 ごせ たこの数 時間 は，私 に とって何 に も代 えが

たい もの にな りま した。」 □

*エ イ リン ・テル フ ォー ド ：5人 の子供 の母 であ り， ワ シ

ン トン州 工ベ レ ッ トワー ド部 で扶助協 会 の家庭管理 教 師 を

して いる。
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七十人第一定員会会員
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離
れてい った理 由 は何 で あれ，彼 らの値 は限 りな く大

いな るもので あ り， キ リス トの体 の大切 な一部 なの

です。

コ リン ト人へ あて た最初 の書簡 の 中で， パウ ロはキ リス

トの体 すなわ ち教会 を，"人間 の体 にた とえてい ます。彼 は，

人 間の体 と同 じよ うに，教 会 にお いては どの会 員 も大切 な

存在 で ある と説 いて い ます。 「目は手 にむか って， 『お まえ

は いらない』 とは言 えず……。」(1コ リン ト12：21)ど の

会 員 も貢献 で きる もの を持 ってい るはずで す。
し たい

パ ウロは特 に， 「他 よ りも弱 く見 え る肢体 」「他 よ りも見

劣 りが する と思 え る肢体」 「麗 しくな い肢体 」を会 員 にた と

え， それ らを軽 ん じて はな らない と教 えて い ます。会員 た

ち はだ れで も皆， お互 いに同 じ思 いや りを示 し合 うべ きで

す。

次の聖句 ほ ど，強 く胸 を刺 す もの はあ りませ ん。「わた し

は右 の方 に 目を注 いで見 回 したが， わた しに心 をとめ る者

はひ と りもあ りません。 わ た しに は避 け所 がな く， わた し

をか え りみる人 はあ りませ ん。」(詩 篇142：4)教 会 の中

に， 心 を留 め られて いない，顧 み られ て いない と感 じて い

る会員 はいな いで しょうか。私 たち は，一 見聖徒 らしか ら

ぬ生 き方 を して いる人 に対 して，背 を向 けて いるよ うな こ

と はな いで しょうか。私 た ちはその ような人々 を捜 し出 し，

愛 を示 し，教 会 に戻 れ るよ う助 けて あげな けれ ばな りませ

ん。

どのような人々 を捜 し出すか

どんな人々を連れ戻 したらよいのかについて考えるうえ
ほうとう

で， 非常 に役 に立 つのが，迷 える羊 ，無 くした銀貨 ，放 蕩

息 子(ル カ15章 参 照)の た とえ話 です。

迷 える羊 は，道 か らそれて しま った人 々 を象徴 して いる

と考 える ことが で きます。 この よ うな人 々 は，故意 にそう

したわ けで はな く， 群衆 につ られ， 自分 た ちによ り大 きな

関心 を示 して くれた人 々の仲 間 に入 ってい って しまった だ

けの こ とな のです。 その ような人々 は普通 ，私 たちが示 す

真 心 か らの愛 や関心， フ ェロー シップ に素 直 に こた えて く

れ る もので す。

救 い主 は， ひ と りの貴 い人間 が一枚 の銀 貨 の ように教 師

や指導者 の怠慢 によって見失 われて い くことを示 す ために，
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失われた銀貨のたとえ話 を用いられたのではないで しょう

か。 もし自分 の責任下にある人々を無視 したり，つまずか

せたりしている教師や指導者がいるとしたら，彼らは全力

を尽 くして迷える人々を連れ戻 さなければなりません。

また放蕩息子は，神様や家族 に対 して公然 と反発 してい

る人々のたとえではないでしょうか。放蕩息子 というのは，

しばしば年長者 より自分の方が物知 りだと思い込み， 自分

のやり方 を試 したがるのです。 そのような人は若さに任せ

て危険な道を歩んでいるうちに， つまずくこともあるでし

ょう。 また周囲の人々には，なぜ反抗的なのか理由が理解

できないかもしれません。 しかしどんな放蕩息子であって

も，非常に大切 な存在であり，決 して見捨てられてはなら

ないのです。祈 りと熱心な働 きかけと絶えざる愛こそが，

彼 らを連れ戻せるのです。

私たちは，教会との接触を断っている人々をよく理解 し，

捜 し出さなければなりません。離れていった理由は何であ

れ，彼 らも無限の価値 を持つ存在 であ り，キ リス トの体 の

大切な一部なのです。

お休み会員 たちの気持 ち

いわゆるお休 み会員たちが宗教 に対 して， また私たちに

対 してどんな気持ちを持っているのかを理解するならば，

私たちは，彼 らが福音のすばらしい祝福 を見いだすことが

できるよう， より効果的な援助 をすることができます。で

は，彼 らが自分 自身に対 して，また活発 に教会 に集 ってい

る人々に対 してどんな気持ちを抱いているのか，少 し述べ

てみましょう。

教会に集っていない人々の約半数が，なお 自分 には

信仰心があると考 えています。すなわち，教会 との接触 は
ささ

なくなってもなお神 を信 じ，祈 りを捧げているのです。

お休 み会員 と言われる人々は， しばしば自分 は神の

目から見てふさわしくないと感 じているものです。 しかし

なお，彼 らは一般 の人々と同じように自分 を善人であると

思っています。

彼 らは，教会の集会に出席 していても，必ずしもそ

れで人間的に成長できるとは考 えていません。

一 彼らは，教会に集っている人々はほとんどが，自分

たちよりも立派な人間の振 りをしている偽善者だと考 えて

います。彼 らは，そのような見せかけをしない自分たちの

方が，教会に行 っている人々よりもずっと正直であると思

っています。

お休み会員 と言われる人々は，教会 は完全 な人々が集 う

クラブではなく，完全 になろうと努力 している人々のため

のク リニックであるということをよく理解する必要があり

ます。私たちに求められているのは，彼 らが福音の実際的

な面での必要 に気づくよう助 けることであ り，抽象的な原

則について説教 することではありません。

生活 を変え る用意

お休 み会員 たちがみずから求めて生活 を変えていくのは，

多くの場合，何か重大なことや困難なことが起 きた場合で

す。新 しいところに引っ越 してきたり，愛する人が亡 くな

った り，赤 ちゃんが生まれた りといったときには，福音 に

添 った生活の中に解決法 を見いだせるように援助 をしてく

れる人々 に対 してより心 を開き，良い関係 が築かれるもの

です。
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私 た ちは， お休 み会員 とのつ なが

りを常 に強 めて いかなけれ ばな りま

せ ん。 永続的 な友情 を通 して，私 た 案，臨

欝 蔑 ，臨
「他 よ りも弱 く見 え

，他 よ りも見劣 りがす

る と思 える」兄 弟姉妹 で も， 皆貴 い存在 です。

教会 は彼 らを も必要 としてい るのです。私 た， 離軽

ちはアル マの ように祈 るべ きで す。「主 よ……
はらカとら い

この同胞を再び神の道に入 らせることができ
ち か ら

る よう能力 と智 恵 とを私 た ちに与 え たま え。」

(ア ル マ31：35)

私 た ちの救 いはほ かの人の救 い にかか って い ます。私 た

ちは，己の信仰 にあま り心 をかけ ていな い人々 に対 して，よ

り大 きな関 心 を示 さなければ な りませ ん。

私 の祖父 の イーガ ンが， 専任宣教 師 として伝道 に出たす

ぐあ と，祖母 は 日記 に こう記 して い ます。「今 晩，ステー キ

部長 か らオ フィス に呼 ばれ，教会 に無頓 着 なス テー キ部 内

の会 貝 たちの ため に働 くよう依頼 を受 け た。」

神 は，私 たちが一 致 して 「うせた もの を尋 ね，迷 い出 た

もの を引 き返 し，傷 つ いた ものを包み，弱 った もの を強 く」

(エ ゼキエル34：16)し て いけ るよう助 けて ください ます。

□
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聖典を通して

夫婦の一致を図る

ス ペ ン サ ー ・J・コ ンデ ィー

糸吉雛鷹魏葱麓驚簑襲凱雑ヨ響ξ
した状態を改善 していくための知恵を，私たちはどこに求

めたらよいので しょうか。監督でしょうか。家族でしょう

か。それとも専門のカウンセラーでしょうか。人からの助

言も確かに役 に立 ちますが，結婚生活に対 する適切 な助言

は，何 よりもまず祈 りと聖典を通 し主 に求 めるべきではな

いでしようか。

聖典は， しばしば見過 ごされて しまっていまずが，結婚

生活に対する神聖 な勧告が織 り込 まれたすばらしい助 けな

のです。では， ここでより調和の とれた，満たされた結婚

へと導 いて くれる聖句をいくつか見てみましょう。

一 体 と な る

「それ で人 はその父 と母 を離れ て
， 妻 と結 び合 い，一体

とな るの であ る。」(創 世2：24)こ の 戒 め は，高価 なる真

珠 の中 のモー セの書(3：24)と ア ブラハムの書(5：18)

の 中 にも繰 り返 し出て き ます。 で は， これ はど ういう意味
ρ

で し ようか。

人間 の命 を生 み出す 肉体 的 な面 におけ る一致 は，夫婦 が

「一体 とな る」 うえで重要 な方法 で す。 しか しそれ以外 に

も，夫 と妻 は，ひ とつの象徴的 な意味 にお いて，「一体 とな

る」 ことが でき ます。

使徒 パ ウロは この よ うに言 って い ます。「か らだは一 つ の

肢体 だけで はな く， 多 くの ものか らで きてい る。 一…

目は手 にむか って， 『お まえはい らない』とは言 えず， ま

た頭 は足 にむか って， 『お まえはい らな い』 と も言 えない。

それは，からだの中に分裂がなく， それぞれの肢体が互

にいたわ り合 うためな のであ る。

もし一 つの肢体 が悩 めば， ほかの肢 体 もみ な共 に悩 み，

一 っの肢体 が尊 ばれ ると
，ほかの肢体 もみ な共 に喜 ぶ。」(1

コ リン ト12：14，21，25-26)

これ は， パ ウロが教 会貝 同士 の一致 の必 要性 を説 いた も

のですが， 夫婦 が象徴 的 な意味 にお いてすべ ての面で一体

とな った幸 せ な結婚 生活 を営 むため には， 一致 す なわち肉

体 的 な面 での一致 だ けでな く，情 緒的，精 神的 な一致 がぜ

ひ とも必要 にな って きます。

愛 情

地上での使命 も終 わりに近づいたころ，救い主は弟子た

ちに次のような新 しい戒めをお与ネにな りました。「わたし

があなたがたを愛したように，あなたがたも互 に愛 し合 い

なさい。」(ヨ ハネ13：34)ほ かにもたくさんの聖句を通 し
なんじあいあい

て適切 な助 言 が与 え られて い ます。「汝相 愛 して共 に この世

に生 きよ。」(教 義 と聖約42：45)， 「あ なたはその愛 す る妻

と共 に楽 し く暮 す が よい。」(伝 道9：9)使 徒 パ ウロ はま

た，夫 は妻 を 「キ リス トが教会 を愛 して そのた めに ご自身

をさ さげ られた よう に」(エ ペ'ノ5：25)愛 し なさい と教 え

て い ます。主 は，予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスを通 して， シオ
ま

ンの夫たる者 に対 し再び戒めを与えておられます。「汝ら誠
ごころ

心を以て妻を愛してこれ と結 び合 うべし。その他の者に愛

着することなかれ。」(教 義 と聖約42：22)

結婚生活 に伴 うほとんどの問題は，夫 と妻が常一に真心か

ら愛 し合 うよう努めることにより改善 されるのです。

気持ちを正直に表 わす

夫婦の間で，気持 ちを正直に表わすことをためらってし
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まう ことが よ くあ ります。相 手の感情 を害 する ことを恐れr

た り， 非難 の言葉 を口 にする ことへの不安 か らそうな って

しま うことが多 いよ うです。

しか し，使徒 ヨハ ネは このよ うに教 えて います。「愛 には，

恐 れがな い。完全 な愛 は恐れ をと り除 く。」(1ヨ ハ ネ4：

18)ま た パ ウロは私 たちに，「愛 にあ って真理 を語」れ(エ

ペソ4：15)と 言 ってい ます。 ベ ンジャ ミン王 はさ ら1に，

私 たちは 「互 い に傷 つけ合 う心 が な く，安 らか に暮 して，

あ らゆる人 にその 当然受 けるはず の もの を与 えた い と思 う

ように」(モ ー サヤ4：13)な らな ければ ならない と説 いて

います。

すなわ ち， や さしさ と慈悲(完 全 な愛)rに 満 ち，た態度 が

求 め られて いるの です。 自分 の感 情 を伴侶 に伝 え る前 に，

こう 自問 してみて は どうで し ょう。「この 気持 ちを伝 える こ

とによ って ふた りの一致 は深 まる だろ うか己 この気 持 ちを

伝 え なけ れ ば，ふ た りの間 にみ ぞが で きて しま戸 だ ろ う、

か。」強 い気持 ちや信 念 を心 の中 に秘 めて お くこ どに よ っ

て， ふた りの感情 的 なずれが大 きくな って しま うとい う1こ'

と もよ くあ ります。

一方
， 愛 を もって正 直 に感情 を伝 え られ る夫婦 は， た と

えそれが失望 や落 胆，怒 りの気持 ちであ って も， 食 い違 い

をうま く処理 しなが ら， 関係 を深 めてい くこ とがで き ます。

要 は， 自分 の気持 ちや感 情 を どの ように伝 えるか とい うこ

となのです。夫婦 はお互 い に，、相 手 の意見 を受 け夫れ なが1

ら， オープ ンに， しか も気 遣 いを忘 れ ず に， やさ しく気持

ちを伝 え るよう心 が けなけれ ばな りませ、ん。決 して怒 りを

爆発 させた り， ひ と りよが りにな づて はな1らないの です，

友人 と して相違点 の解決 を図る

教義 と聖約第121章 の聖句嬬 お互いの相違点の解決 を

図るという点では最高の助言 と言rえるでレよう。 これは直

接 には，神権 の権能の行使 について述べられたものですが，

結婚関係 をより良いものにしていぐうえでも非常 に役に文

ちま凱 主は私 たちに，「説服 と堅忍と柔和 と温情 と偽 らざ1

きよ

濁 愛 と!こよ.(り)… 一 ま蒸親切 .彰撫 き知識 」(41-42)に よ

り努力していかなければなら、な薩と教 えておられますム

ピリピ人へのパウロの勧告も また的を射ています。「何事

も党派心や虚栄からするのでなく，へ りくだった心をもっ

て互 に人を自分 よりすぐれた著としなさい。J(ピ リピ2：

3)r

同 じ思い となるr

パゥロは，「同 じ思 いとな り，同 じ愛の心を持 ち，心を合

わせ，一つ思 いに」(ピ リピ2： 幻 なるようにと勧 めてい

ます。19世 紀の使徒，オルソン ・プラットは，夫と妻が主

に近づけば近づく億 ど，お互 いの距離が縮 まり，一致が深

まると教えています。

「人は，正 しい生活をするようになればなるほど，人々

を愛しチ人々を幸福 に導けるようになる。』不義な人は，妻

鰭対：してわずか饗愛情しか注がないが，神 の愛に満たされ
た，1.正しい生活をしている人は， この神の特質を心の思 い，

惑 情，、言動のすべてに表わす。そのような人の顔 には，愛

と喜びと清 らかさがあふれ，それらは表情 となって現われ

る。妻はそこに信頼 を見いだ し，'愛をもって夫に報いよう

とするのである。なぜなち愛は愛 を生み，幸福は幸福を生

むからである。こ、うしてどの天与の感情は大いに高揚され，

ついには永遠の愛という完成され栄光化 された状態になる

』のである。」，(「聖見者」ユージシ・ワグナ」49印 年，p.156)

聖典や現代の予言者 たちの言葉から霊感 された助言を求

めることは，夫婦関係 を強めていく最良の方法のひとつど

言えます。数ある蘭係の中でも最も大切なこの夫婦間の関

係 に主の助1ナを願うなうば，、主の祝福があって，わ互いに

より深い愛情 と理解を示すことがで きるでじよう。1□

*ブ リガム ・ヤ ング大学(ユ タ州 プロ ボ)社 会 学教 授 スペ

ンサー ・J・ コンデ ィー1ま，現在 休職 中で』 オ ース トリア

の ウィー ンで伝道部 長 として働 いて 硲 る。
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神
殿 は絶 えず私 を引 きつ けて きました。小 さ いころ，

私 はスネ ーク川 の河岸 に建 つ美 しい アイダ ホフォー
い けい

ルズ神 殿(ア イダホ州)を 見 て， 畏敬 の念 にか られ た こと

があ ります。 また， ク リスマ スの季節 に は，数 多 くの豆 電

球 に照 らし出 された ソル トレー クシテ ィーの テンプル スク

ウェアがお とぎの国 の ように思 えた こと もあ ります。 白い

神 殿衣 に丁寧 に アイロ ンをかけて いる母 の姿 を傍 らで見 て

いて，私 は母 と一緒 に神 殿 に行 ける 日を心待 ちに したもの

で す。

ところが大 人 にな ると私 は教会 に不 活発 にな って しまい

ま した。私 の生活 に とって，教会 は意味 を持 たな くなって

いたの です。私 が再 び福 音の重要性 に気 づ くよ うにな った

の は， それか ら何年 もた って か らの こ とで す。私 は もう一

度 道 を正 す ため に， や り直 す決 心 を しました。心 か らの悔

い改 め とと もに，主 を もっ とよく知 りた い， 主 の神殿 に入

りたい という強 い気持 ちが わ きあが って き ました。

こう して つい に，私 は監督 か ら神 殿推薦状 を受 け るにふ

さわ しい者 として認 め られ ました。 長 い間待 ち望 ん できた

聖徒 の道/1987年9月 号

自分のエンダウメン トを受けるその 日になって，私は本当

に準備がで きているのか心配になってしまいました。神殿

で交わす誓約 を本当に守っていけるのだろうか，そんな不

安 にか られたのです'。

私 は日中のほとんどの時間を，その晩のセッションの準

備 に費やしました。神殿衣の一枚一枚に丁寧にアイロンを

かけ，それからおばに必ず神殿で待 っていてくれるように

電話を入れました。

「シャローン，失望 させるつもりはないんだけど……。」お

ばは，こう前置 きしてから言いました。「私 はこれまで何度

も神殿 に入 っているけれど，い誘だに全部理解できている

わけじゃないの。」

私 は決 して失望などしないと彼女に伝えました。何年

問 も孤独 でつらい，不活発な 日々を送 ってきた私が，御

父の宮居 に参入 して， どうして失望 などするものでしょう

か。ふるさとへ戻 ったような気持 ちになるに違いあ りませ

ん。私 は胸がわくわくして，天使 たちが私の神殿参入を知

って待 っていてくれるような気がしました。

実際そうだったのかもしれません。というのも，神殿 に

入 ったその日，私ははっきりそれとわかる温かさと慰めを

感 じたからです。 目の前の大勢の兄弟姉妹や， 目に見えな

い兄弟姉妹の存在 を身近 に感 じて，私の孤独 な気持 ちはす
いや

っか り癒 され ました。

「こんば んは
，姉 妹。」ドアを開 けて入 ってきた私 に， 白

髪 の男性 が声 をか けて くれ ま した。込 み あげる涙 とと もに，

それ まで抱 いて いた不安 な気持 ちは消 え去 りました5

「や っと来 れた わ。 ここが私 の天父 の宮居 なのね。」すべ

てが整然 として いて，清潔 な明 るい感 じで した。 そ こには

打 ち解 けた雰 囲気 が あ、言・れて いま した。私 は， 自分 の方 に

向 か って 歩 い て 来 られ る御 父 を 目にす るこ とがで きるよ

うな 気持 ち になって， 熱 心 に周 囲 に 目を配 りなが ら歩い

て い きました。心 の 中に は，長 い問主 の家 を離 れて いた私

との再会 を，御 父 は きっと喜 んで くだ さるに違 いない とい

う確信 が あ りました。

その 日，主 にお会 いす る ことはで きませんで したが，私

は主 が すぐそば にお られ る という強 い気持 ちを感 じ， また

聖 な る場所 に立 って いる という確信 を得 ました。神 殿 の正

面 の ドアか ら出 る まで，私 は涙 を止 める ことがで きません

で した。 この 日，私 は 自分 の過去 と未来 について， そ して

それ らが終 わ りな く，永 遠 に続 くとい うこ とを学 び ました。

私 は， 自分 が高 貴 な存在 である こと，文 字 どお り神 の娘 で

ある ことを悟 ったのです。

私 た ちはだれ で も皆，心 の奥底 に主 のみ もとに帰 り，再

び共 に生活 した い という望 み を持 って いるの です。 この気
そな

持 ちは生来私 たちに具 わって いる もので， 否定 しが たい も

のです。私 たちが神 殿 に引 かれ るの は，御 父 のみた まがそ

こにあるか らにほか な らな いのです。 □
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テンボルグ宮殿に展示 されています。彼の作品はこれまで

もヨーロッパ各地の美術館 に展示 され，好評を博 してきま

した。 しか し彼 は，自分の作品の良 しあしを，売れゆきでは

なく，見る人 にいかに良い影響 を与えるかによって判断 し

ています。

彼のある抽象画の連作の中に，聖典 に想を得 たものがあ

ります。この作品の裏 と下には聖句が書 き込まれています。

その絵について彼はうれ しさを隠せない様子でこう話 して

います。「私 の行 きつけの床屋さんが，展示 されているその

絵 を見に行 ったと教 えてくれ ました。そして，ひとつの作

品に添えて書いてあった聖句を一言一言暗唱 してくれまし

た。神への信仰 は持っていない人でしたが，強く心を打た

れたようで した。」

ソレン ・エッヅバーグは，慎 み深 さを感 じさせ，温かで

魅力的な性格の持ち主です。最新作 について語る彼の口調

からは，熱い気持 ちが伝 わってきます。彼の最新作 は，「人

生航路」というテーマで描かれた一連の抽象画です。これは，

飛行機の上から地上 を見下 ろした光景，すなわち，高速道

路や通 りを方々に行 きかう人々にヒントを得 て描 かれたも

のです。人々に， 自分がどのような人生の道を歩いている

かを考えてもらいたいというのが彼のねらいなのです。「私

たちは幾度となく目標を立てますが，その目標から遠ざか

っていく道にいることに気づかないでいることがあります。

私は彼らに，永遠の視野に立って考えてもらいたいのです。」

スイスのジュネーブに本拠地を置く国際美術批評家協会

の会長アレクサンドレ ・C・ ペレシア氏は，エッヅバーグ

のこの「人生航路」という作品を，非常に抽象的でありながら，

見る人にわか りやすい前向きなメッセージを伝える作品で

あると評価 しています。伝道が ソレンの第一の目的である

ことか ら考 えれば， これはすばらしい賞賛の言葉 と取れる

でしよう。

宗教が人々の生活の中であまり重要な役割 を占めていな

いデンマークにおいて，伝道の機会を見つけることはなか

なかむずか しいことです。「何 らかの 『宗教』に属 している

人は，あまり理性的でない人 とか，何 かにすが らないでは

いられない弱者 とか，打算的な考えを持つ不正直者 といっ

た見方をされます。」ソレンはこう語 っています。 こうした

中での伝道は大変な仕事 ですが， ソレンは数々のすばらし

い経験をしてきています。中で も忘れ られないのは，家族

の改宗です。

特 別 な 経 験

エ ッヅバー グ家 で は， 父親 の クナ ッ ドとソ レン，'ノ レン

の妹 の バー ギ ッ トの3人 が教 会員 とな りま したが，母親 の

カー ステ ィン ・エ ッヅバー グは， ル ター派 の信 者 と して頑

強 に改宗 を拒 んで きま した。家族 や教会 の指導 者 たちは，

彼 女 を改宗 に導 くた めに何 年 も努 力 を して き ましたが， ク

ナ ッ ドは もはや望 み を失 いか けて いま した。 「ある朝，父が

私 の家 にや って来て， 玄関の と ころで立 ったま ま悲 しそ う

に泣 くんです。」

ソ レンはみた まに満 た され， 父親 を抱 き寄 せ ると こう言

い ま した。「お母 さんはす ぐ会 員 にな ります よ。1年 後 や2

年 後 じゃな く，今 す ぐにね 。」父親 が帰 ってか ら， ソ レンは

母親 に会 いに行 きま した。「10分 ほど話 してか ら母 が こう言

鉾

雛

(左下)夏休みに父と共に絵を描く少年時代のソレン。

(右下)少年時代のソレンの作品。

(右)ソレン夫妻と7人 の子供たち。
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エ ッヅバーグ家は400年 の歴史を持つ城郭。アトIJ工 とギャラIJ一 もここにある。

ゆ

ったの です。『私 もバプ テスマ を受 け たいわ。今 す ぐにね。』」

父 と母 と、壱、子 は共 に喜 びに涙 しま した。

バプ テスマ を受 けて間 もな く， カー ステ ィン ・エ ッヅバ
がん

一グは癌 に冒されました。病状が悪化するにつれ， ソレン

と妹の不安 は高 まっていきました。母親は祝福師の祝福 の

中で，人生の使命を全 うするまで生 き永らえると約束され

ていたのです。 しかし彼女はまだ子供 たちとの結び固めも

受けていなければ，教会での責任を果 たす機会 にも恵まれ

ていませんでした。

あと数 日の命 という医者の判断で，鎮痛剤以外のすべて

の薬の投与が止められてか ら，夫のエッヅバーグ兄弟 は'ノ

レンに， もう一度祝福を授けてくれるように頼 みました。

数 日間にわたって断食 し，祈ったあとで， ソレンは 「その

病 に，神権 に従い，母がこの世の使命 を果たせるよう母 の

体から去れと命 じてもよいという気持 ちを感 じた」のです。

カースティン ・エッヅバーグはその後病 から立ち直 り，ス

イス神殿で家族 と結 び固め られました。 また初等協会の教

師として働 くこともできました。それから1年 後，彼女 は

再び病に倒れ，世 を去 りました。

このような経験 を踏 まえて， ソレン ・エッヅバーグは何

を優先すべきかをはっきりと見定 めるようにな りました。

彼 はこう言 っています。「第1は 天父のために，第2は 家

族，第3は 教会の召し，そして次 に自分の仕事 に対 して献

身的にならなければと思 っています。」

職 業観

ソレ ンは， 芸術家 とい う自分 の仕 事 を特 別視 して はい ま

せん。 どんな種 類 の仕事 に して も芸 術家 と呼 、言ミに、ζ・さわ し

い人が いる というのが彼 の持 論 です。「どん な仕事 で もい い

かげん に済 ませ る ことはで きる し， 丁寧 にする こと もで き

ます。 また十分 に念 を入 れた仕事 にす る こと もで きます。

そ して， 自分 に与 え られ た天分 を用 いてで きる場合 もあ る

のです。 そ こまでい くと，芸 術作 品 を作 るの と同 じだ と思

い ます。」 こう彼 は説 明 してい ます。

最 高の もの を求 め る努力， これ こそエ ッヅ バーグ兄弟 が

教会の責任を果 たすうえで指針 としていることです。エッ

ヅバーグ家の住居は，コペンハーゲンから80キロほど離れた

所 にある400年 の伝統 を持つきれいなお城です。ここは，

スラジェルス支部やコペンハーゲンステーキ部の若者たち

の活動の場 としてたびたび開放 されています。最近では，

50人 もの若者たちに一晩宿 を提供 しました。一般社会 と同

様，悪の影響が強まりつつあるデンマークの学校 のことを

考 え，エ ッヅバーグ兄弟 は，教会 の若人の活動 は，できる

だけ興味をそそる楽 しいものでなければならないと感 じて

いるのです。

子供 たち との親密な関係

エッヅバーグ夫妻はまた， 自分 の子供たちとも親密な関

係 を築 きたいと強く願 っています。エッヅバーグ兄弟は方

方旅行 して回 りますが，彼 のア トリエは家の中にあります。

1986年 以来，家の一部を画廊 として人々に開放 し，いろい

ろな画家の作品を展示 しています。今は， ユタ州の画家，

特 に末 日聖徒の画家の作品展覧会 を計画中です。

ふたりはいつも， 自分の子供たちが福音に忠実な生活が

できるよう助けることを最大の課題 と考 えています。エッ

ヅバーグ兄弟はこう話 しています。「デンマークで子供を育

てていくことがいかにむずかしいことか，皆さんにはなか

なかわかってもらえないかもしれません。福音が彼 らの行

ないの一部 になるよう教え，信仰 と証を強められるように

導 いてあげなければなりません。」彼 は，子供たちを教 え，

感化 していくうえで，両親が自分 自身の生活の中にみたま

を受 けなければ， この責任 は全うできないと強調 していま

す。

ソレン ・エ ッヅバーグの芸術家 としての将来の目標は，
「人生」 というテーマを大理石 やガラス

， クリスタルなど

を用いた壁画にして表現することです。彼 はまた，子供た

ちが伝道に出る日を待 ち望んでいます。すべての面で，彼

は永遠 の目標 に向かって前進 し，その 目標 に近づけてくれ

る道を着実に歩んでいるのです。□
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この世
して い 。

七十人第一定員会会員

ジ ョン ・H・グ ローバー グ

皆
さんにお伺いしたいと思いま

す。皆 さんの生涯 の使命 は何

でしょうか。神 は皆 さんにこの現世

で何を達成するよう望んでおられる

のでしょうか。皆さんは神が望んで

おられることを実行 しているでしょ

うか。

これらの質問に対する答えを得 る

ために，皆さんがみたまを受け，少

なくとも次の3つ の大切 な永遠の真

理 に心を向けて くだされぼと思いま

す。

難

時伯環境の変化に期待しτのるようどはのけません。

現在あるがままの自分から始め，

積極的な姿勢ご生きτのぐ必要があるの～す。

1.天 父 な る神 は，私 たちすべ て に現世 で なす べ き特別

な使 命 を与 えて くだ さってい る。

2.こ の世 において，私 たち はその使 命 が何 で あ るか を

知 る ことが で きる。

3.主 の助 け によ って，私 た ちはその使命 を果 た し，主

に喜 ばれ る ことをしてい る とい う確信 を持 つ ことがで きる。

現在あるがままの 自分か ら始める

これらの ことに対する理解や確信は，一度 に得 られるも

ので はあ りません。神 は み業 の進 展 の ために何 が最 も良 い

か を 考 慮 しな が ら， こ こに も少 し， そ こに も少 し明・らか

にされて いくので す。 十代 の若 者 であ ろう と， 学生 で あろ

うと， あ るいは宣教 師 で あろ うと，結婚 したばか りの人 で

あ ろう と，老若 を問 わず，人 は皆 自分 が正 しい方 向に向 か

って いる とい うことを認識 すべ きです し，実際 に認識 す る

ことがで きるのです。

しか し多 くの方 はこ う尋ね て くるで しょう。「で は 自分 の

使 命 や召 しは どうす ればわ かるの ですか」 と。

42



私 たちが第一にしなければならない最 も基本的 な事柄 は，

救い主について学び，救い主に従 うことです。 これを実践

すれば，先程の質問に対する答えを得 ることができるので

す。では次 に，皆 さんがそのような生活 を送れるようにな

るための特別なステップを5つ あげてみたいと思います。

1.何 のやましさも感ずることなく，神殿推薦状を手に

できるように，みずからをふさわしく整 え，常 にそのよう

な状態を保 っ。

2.祝 福師の祝福 を受 け，注意深 く，祈 りの気持 ちをも

って祝福文をしばしば読 み返す。

3.聖 典を，毎 日祈 りの気持 ちをもって読む。

4， 少なくとも朝晩，毎 日熱心に祈 る。

5.現 在あるがままの自分か ら始め，何か前向きな事柄

に取 り組む。(新 しい友達をつくる，新 しいことを学ぶ，才

能を伸 ばす，良書を読 むなど)奇 跡的な啓示が与えられ る

日や，自分が変 わるとき牽ただばく然と待 っていた り，時

や環境の変化 に期待 しているようではいけません。今 自分

に与えられている責任を引き受け，積極的な姿勢で生 きて

いく必要があるのです。

責任 を引き受 け，実際 に行動 する

私たちは時折，責任を引き受 け，行動 に移 らない限 り何

事 も成 し得 ないという状況に置かれることがあ ります。今

か ら30年 ほど前，私が トンガの伝道部 に着任 したとき，伝

道部長 にこう言われました。「君 にぴったりの場所があるん

だ。 ここから数百キロほど離れた小 さな島なんだがね。周

囲約12キ ロで，人口は約700人 。英語 は全然通 じないと思 う

が君 にぜひ行 ってもらいたいんだよ。 レッスンプランを覚

え， トンガの言葉を話せるようになるまで戻 らずに，そこ

で頑張ってほしいんだ。」

言われたとおり私 はその島へ行 きました。そしてそこで，

控 え目な言い方をすれば，私は様々な問題 にぶつかったの

です。あるときは，補給物資を積 んだ船がハリケーンに遭

い，難破 して，文字どお り餓死寸前まで追いつめられたこ

ともありました。しかしそれでもなお同僚 と私 は，頑張 り

続けたのです。

もちろん失敗 もありました。 しかし何 かひどい間違いを

犯 しそうになると，必ず主が知 らせてくださり，私 たちは

そのようなことをしないですみました。確信 をもって言え

ることは，いつも正 しいことをするよう心がけていれば，

間違 った方向へ行 きそうになるときに，必ず主が知 らせて

くださるということです。皆 さんも，主に耳を傾けること

を常としてください。伝道地で，私 たちは満足のいくほど

十分 に力を発揮することはできなかったかもしれませんが，

少 なくともあきらめることはしませんでした。絶 えず前進

するように努めました。 とにかく，何かをし続 けたのです。

大事なのはここです。

聖徒の道/198ア 年9月 号

13カ 月後， その小 さな島を去 るころには，私 もす?か り

トンガの言葉 を覚え，人生についても多くのことを学んで

いました。 しかし何 よりも大切 なことは，神が生きておら

れ，全知全能であり，文字 どおり私たちの霊の父であると

いう確 かな知識を得ていたことです。私は，神 が私たち一

人一人を愛してくださっていることをはっきり知ることが

できました。

私 はイエス ・キ リス トが父なる神 の御子であり，私 たち

の救い主，照い主であること， また実在のお方であ り，私
ささ

たちのために命 を捧げてくださった真の友であることを知

ることができました。 また，救 い注 のおかげで私 たちが輝

かしい復活を待 ち望み，最後 には罪のない清い状態で天父

のみ前 に立てるということも知 ることができました。

神 は確 かに私 たちに使命を託 してくださっていたのです。

それがどんなものか詳しく知 ることはできませんでしたが，

どこから手 をつければよいかはわか りました。また， もっ

と主に近づかなければならないこと，もっと努力 しなけれ

ばならないこともわかりました。つまり， 自分の取 るべき

道 はわかっていたのです。私 は主が信頼できるお方である

ことを理解 しました。また主は，私が 自分の人生の使命を

果 たすために，ほかにどんなことができるかも教 えてくだ

天父は，私たちすべZ『に

現世τなすべき特別な使命を

与えτ〈ださっτ月る。
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る。 天父 の望 まれ る ことを して い る。天 父の望 まれ ない こ

とは何 ひ とつ してい ない」 と。私 た ちが こう した成長過程

を経，達成 して い くの を， 天父 は望 んでお られ るの です。

結 婚 と 仕 事 の 選 択

II二 一 ファイ32：1-3を 引 用 した いと思 い ます。

「さて ごらん， 私 の愛す る兄 弟 たち よ。 あな たたち は道

によって入 ってか ら， どのよ うに した らよいか と少 々心 に
なにゆえ

思 いわず らって いる と思 う。 しか しあ なたた ちは，何 故 に

これ を心 に考 えこんで いるのか。 …… それで あるか ら… …

キ リス トの言葉 を よく味 わ え…… それ はキ リス トの言葉 は，

あな たた ちの しな くてはな らない こ とをみ な教 えるか らで

ある。」(下 線付加)

何 と心強い言葉で しょうか。本 当にみな教 えて くれるの

でしょうか。そうです，必要なことはみな教 えられるので

す。

これらの手順 に従 うならば，皆 さんは間違いなく人生の

使命や召しを達成 するために必要 なすべての事柄に対 し，

答 えを受 け，確信を得 ることがで きるのです。簡単ではな

いかもしれませんが，確 かにこれは可能なのです。 こうし

た確信はまた 「だれと結婚するか」「どんな仕事 に就くか」

といった重要な選択 に関 しても得 られます。

まず前者に関して書えば，男女双方 に愛情と永遠 に一緒

にいたいという気持ちがない限 り，それは神のみこころと

は言えません。永遠の結婚に関しては，神から一方的に啓

示を受けるということはあり得 ないのです。そうした気持

ちが双方に芽ばえるまでは，幸福 な結婚生活は望めないで

しょう。一方，正 しいと感 じたら(そ ういう気持ちは突然

来るものではあ りませんが)，それに逆 らうことはしないこ

とです。無理 に思い込 もうとしたり， 自然な感情を抑 えよ

うとした りせずに， 自分 は間違っていないという確信 を持

っていただきたいのです。そうすれば，神は今 も永世 にも

わたって皆さんを祝福 してくださるでしょう。

後者，すなわち職業 についても皆 さんは同様の祝福 を受

けることができます。常識をもって判断すれば，主が皆 さ

んの日々の生活について何を望 んでおられるかは十分 わか

るはずです。主は，私 たち一人一人が地上 において使命を

果たすのに必要なすべての事柄に関心を持 っておられるの

です。

開かれた神の奥義

私 は，お互 いの使命が何であるかを悟 った トンガのある

夫婦のことを思い出します。何年 も前，私がまだ若い宣教

師だったころのことです。私 は， いつも宣教師やほかの人

人に助けを与えているその夫婦に強く心打 たれることがあ

りました。彼らの家を訪ねるたびに私たちは，聖典を読ん

だり，宣教師の食事作 りをしたり，近所の子供の世話 をし
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た り，扶助協会の レッスンの用意をしたりと忙 しく奉仕の

業 に携わっている彼 らの姿を目にしました。、ζ・たりは自分

たちの子供 にこそ恵 まれませんで したが，いつもほかの人

人の子供の世話 を引 き受 けていました。

その後何年かして，伝道部長 として トンガに戻った私 は，

ルイーサという年老いた未亡人を訪ねるよう依頼を受 けま

した。その住所 を聞 くと，私は彼女が何年 も前 に会ったあ

の女性であることがわか りました。

彼女の家に車を走 らせたのは，午後 も遅 くなってからの

ことでした。私は，何 もかも昔 と少 しも変わっていないこ

とに驚きました。彼女の住んでいる家 は，粗末な家でした

がきれいに片づいていました。家の方 に向かって歩いてい

くと，開いた ドアのそばに立っている彼女の姿が目に留まり

ました。私の方に手を差 し伸べてきた彼女 の目は，すでに

見 えなくなっていました。そして骨と皮ばかりになってや

つれた彼女 を抱 き寄せた私 は，彼女のこの世での生活がそ

う長くないことを悟 りました。

腰を下ろして話 している最中に，彼女は私 にぜひとも「貧

しい人」の力になりだいと言ってきました。そこで私は，

彼女自身が助 けを必要とする立場 にあるのではないかと問

い返 してみました。すると彼女は，自分 は裕福なので心配

はいらないと丁寧な答えを返 してきました。

少々戸惑 って しまった私 は， もっと詳 しく尋ねてみまし

た。この夫婦 は，ニュージーランド神殿 までの飛行機代 を

幾度 もためていながら，そのたびに自分たちよりもお金 を

必要 としている人々に貸 し与 えていたのです。ほかにもい

ろいろな ことがわ かって か ら，私 は彼 女 に言い ま した。

「ル イーサ
， どうして 自分 のこ とは心配 ないなんて言 う

んだ い。君 はご主 人 にも先 立 たれて，子供 もいない し， 目

も不 自由 にな ってい る。健康 だっ て思 わ しくない ようだ し，

家 だ って質素 な もの だ。 それ に神殿 にだ って行 って いない

じゃないか。 それで どう して裕福 だ なんて言 えるん だい。」
さえぎ

彼女は私の書葉を遮 ると，主が自分 の生 き方を喜んでく

ださっていることがわかるから裕福 なのだと静かに説明 し

てくれました。そしてこうつけ加 えたのです。「もうすぐ主

人のところにも行けるわ。主はきっと私たちを祝福 し，家

族を与えてくださると思うの。何 もか もやり遂 げられたわ

けじゃないけれど，私がこれまでしてきたことを主 はきっ

と喜んで くださると思 うわ。」

教義 と聖約第6章7節 を見てみましょう。主はこのよう

に言っておられます。「富 を求 めずして智恵を求めよ。さら
なん じ

ば見 よ，神の奥義は開かれ， それ より汝 ら富める者 とせら
も

るべし。見よ，永遠の生命を有 つ者は富めるなり。」

ルイーサは，時間をかけて自分の人生の使命 と召 しを知

り，それを達成するために必要 なことを何でもしてきまし

た。彼女はここで言われている 「智恵」を得 たのです。

以上述べてきた事柄がみな真実であることを，皆 さんに

はっきり理解 していただきたいと思います。また皆 さんに

は天父から託 された使命があるということも知 っていただ

きたいと思います。皆 さんがその使命 を見いだし，達成さ

れることを心から願ってやみません。□

(ブリガム ・ヤング大学における礼拝説教 より)
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●(写真左上)新たにアジア地域第一副会長に召されたアドニー･Y･小 松長老,(左 下)第二副会長の

ダグラス･H･ス ミス長老。●アジア地域が分割され,新 たにフィリピン･ミ クロネシア地域が設け

られた。(下記の地図参照)
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ワー ド部 支部が組織されている。教会の

こうした成長を考慮 して,新 たに4つ の管

理地域が設けられることが発表された。新

設された地域は,ブ ラジル,イ キリス諸島･

アフリカ,北 アメリカ中央,フ ィリピン･

ミクロネシアの4つ で,同 様に8月15日 付

で実施された。

パラモア長老は七十人第一定員会会員と

して10年 の経歴を持つ。ユタ州北部地域会

長を務める傍ら,現 在はカリキュラム管理

部および衛星放送企画調整担当･実 務部長

の任にある。

教会幹部としての召しを受けるまでは,

十二使徒評議員会幹部書記,ス テーキ部長,

地 区代表,ベ ルギーのブリュッセル伝道部

長を務めた。

パラモア長老はブリガム･ヤ ング大学を

卒業しており,妻 のヘレン･ヘ ズリントン･

パ ラモアとの間に6人 の子供がいる。

北アメリカ以外の地域で地域会長会に召

された七十人第一定員会会員の夫人は,そ

れぞれの地域で初等協会,若 い女性,扶 助

協会各組織の,中 央管理会地域代表 として

召される。

系図に関する新資料の発刊
ヨ ぎ

神殿における働きを･
強調するステーキ部大会

系鷺諜磁敦膿難
を促すための新資料｢神 殿の儀式と誓約 を

通してキ リストのみもとへ行 く｣(PBGS

153AJA)が 発行された。(限定配付)1987

年度後期 ならびに1988年 度 前期のステー

キ部大会では全世界的にこの資料が強調さ

れる。個人,家 族,先 祖のために備えられ

た神殿の祝福に関する教義的な説明は会貝

にとって有益な資料となるであろう。新し

い記録用紙やどのような援助が得 られるか

なとについても紹介されている。また 『神

殿･系 図活動に関する指導者への指示』の

箇所には,指 導者がこの分野において会員

をどう援助 したらよいか,そ の責任にっい

ての説明がある。

さらに神権指導者用の資料として｢神 殿

儀式のための人名提出 系図指導者への指

示｣(PBGS1391JA)が 発行される予定で

ある。(近 日刊行予定)こ の資料には,神 殿

儀式のための人名提出手順 に関する最近の

変更事項が説明されている。

これらの資料は,簡 素化された系図記録

作成手順を紹介するために1年 にわたって

続けられる動きの一環として編まれたもの

である。ステーキ部神殿･系 図アドバイザ

ーの責任を受けている高等評議員 ,大 祭司

グループ リーターは,各 ワート部の系図相

談員を管理し訓練 を与える。

大管長会は｢神 殿の儀式と誓約を通 して

キリス トのみもとへ行 く｣の 前書 きの中で

教会員に｢神 殿で儀式を受け,誓 約を交わ

すように｣励 ましを与え,さ らに次のよう

2ロ ー カル
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ぜ急にそれらを捨てて,生 活を変えること

ができたのかということでした。

これほど彼が変わったのだから｢こ れは

何かある｣と 思いました。私の仕事の性質

上,帰 宅時間が不規則でしたが,そ れに合

わせ遠方から宣教師が訪れて福音を教 えて

くださいました。家族の協力 もあり,両 親,

弟 と一緒に家庭集会が始 まりました。

そして弟と1カ 月後バプテスマを受ける

ようチャレンジを受けましたが,長 い間の

不規則な生活からなかなか抜け出ることが

できませんでした。今思うと大変恥ずかし

いことですが,バ プテスマを受ける前 日も

夜遅くまで飲み歩き,朝 は寮で寝ていまし

た。母の ドアをノックする音で目が覚め,

｢伝道本部で家族と西支部の皆が待 ってい

るよ!｣と 言われてはっとさせられました。

心の中に閃光のようなものが走 り,二 日酔

｣

離
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いもさめ,そ れ以来二度と飲むことはあり

ませんでした。

弟と一緒にバプテスマを受け,初 めて教

会に行ったとき,無 口な私はためらいなが

ら｢私 は神様を信 じます｣と 証しました。

その一言が26年 間の信仰生活の始まりと

なりました。

妻と共に歩んだ21年 間の結婚生活は,東

中央地方部主催で行なわれたダンスコンテ

ストで彼女が私のパートナーとして｢魅 惑

のワルツ｣を 踊ったことがきっかけでした。

現在4人 の子供に恵まれ,教 会などの責任

で私が不在がちの家庭で,子 供たちを守 り,

育て,私 に余分な･已配 をかけないようにと

助けてくれた,す ばらしい永遠のパートナ
ーである妻に心から感謝しています

。(うち

やま･ま さのぶ)

島ワード部

諏 田 弘之

将蟹聯罎麗蠕犠
励会というプロ養成機関に入り,4段 にな

ると晴れてプロ棋士になれるのですが,私

は6級 で試験に合格 し,奨 励会に席を置く

ようになりました。

それと同時に学校は都会の中学へ転校す

ることになりました。 しかし,私 のような

4ロ ー カル

1新役員の聖任(任命)

6月21日 から7月20日 までに管理本部会

員記録統計課に通知のあった役員の異動

(敬称略)

●仙台ステーキ部上杉ワード部

新監督:菅 原誠一郎(前 任者:古 川盛悦)

●青森地方部大館支部

新支部長:武 蔵野聖徒(前任者:≡ 上敬)

●盛岡地方部気仙沼支部

新支部長:菊 田徳治(前 任者:宣 教師)

●町田ステーキ部厚木支部

新支部長:今 野和彦(前任者:増 田節雄)
ご ぱう

●大阪伝道部御坊支部

新支部長:刈 谷真爾(前 任者:橋 本賢)

●大阪伝道部田辺支部

新支部長:榎 本雅友(前 任者:宣 教師)

｢

田舎者と違って,周 りの生徒は進学のこと

で一生懸命でした。奨励会の月に2回 の試

験(対 局という)と,週 に1回 の研修(高

段者の対局の記録を務める)に 私は学校を

休んで行 きました。出席 日数が少なかった

のですが,な んとか卒業でき,さ らに将棋

の修業と高校生活を送ることになりました。

明けても暮れても将棋,将 棋の毎 日でし'

たが,学 校の授業では一生懸命勉強するよ

うに努めました。なぜなら,将 棋の師匠の

大内延介先生(9段)が 常々学問をよく修

めるようにと促 してくださっていたからで

す。

無我夢中で過ごすうちに,あ っという間

に時が過ぎ,6級 からやがて初段になって

いました。

17歳 の夏のことでした。将棋の研究会(練

習対局)の ひとりからモルモン教会の宣教

師よりレッスンを受けているので,一 緒に

行こうと誘われ,私 もレッスンを受けるよ

うになりました。そして,そ の年の秋にパブ

テスマを受けました。

それまで,教 会とかイエス･キ リストの

福音についてはほとんど何 も知 りませんで

したが,レ ッスンを受け終わって強くみた

まに促され,教 会に入りました。それ以来,

将棋中心の生活が教会中心の生活に変わり

ました。

毎週 日曜日は教会に行 き,週 日にはセ ミ

ナ リーやユースの活動がありました。アロ

ン神権を授かり,特 に日曜日はその召しを
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●右から3人 目が末武寛†姉妹。左隣は
【

私
が初 めて教会を訪ねたのは1984年

5月 のことでした。電話帳で教会の

えていきました。あるときから｢神 様は本

当におられるのだろうか,生 きておられる

寛子姉妹のお姉さんである佐藤葉子姉妹。

右隣は佐藤姉妹のご主人。(バプテスマ会

所在地を調べ,静 まりかえった礼拝堂の中 のだろうか……｣と 考 えるようになったの で)

で姉妹宣教師とお会いし,気 がついたとき で す。
o

にはレッスンの約束をしていました。 そして何 日かたって｢神 様は生 きている｣ *

それまで神様について考えたことはあっ というささやきをほんの少 し感じるように

ても,何 か形のはっきりしないつかみどこ なりました。そのささやきはだんだんと確 家族の中で一番弱く,欠 点だらけの不完全

ろのないものでしかありませんでしたし, 信 に変わり,私 は教会を探そうと決心しま な私ですが,も しそんな私が変わるのなら

｢信仰｣と か｢宗 教｣な どという言葉自体 した。 必ず家族も理解してくれるという確信があ

好きではありませんでした。またそのよう 私はこれから自分が行く教会を両親に見 りました。教会の行事によく家族と一緒 に

なものに頼って生きている人々さえ軽蔑 し てもらいたいと思い,両 親と私の3人 で教 参加 したり,長 老たちと家庭の夕べをもっ

ていました。宗教に頼る人は弱い人間だと 会を探すことにしました。5月 の美しい日 たり,毎 日毎 日レコー ドのように証をしま

思っていたからです。 曜日,車 で出かけましたが,ど うしてもわ した 。
せきずい

私は高校生のときに脊髄の病気を治療す か ら ず,私 た ち は戻 っ て き ま した。 しか し, そして3年,今 年3月15日 に姉がバプテ

るために,あ るカ トリックの施設に入院 し
｢き ょう見つけなければ｣と いう気持ちが

スマを受け,私 たちは本当の姉妹となるこ

ました。そこには12歳 までの身体障害の子 強く,再 び両親 と共に探しに出かけました。 とができました。姉は私の永遠の同僚です。

供たちや孤児 また私のように短期治療の ｢末 日聖徒 イ エ ス･キ リス ト教 会｣
。 とて 姉のバプテスマ会には義兄と姉の息子も来

ため入院している青少年がたくさんいまし も教会とは思えない小さなビルにこの名前 てくれ,本 当に祝福でした。家族の理解が

た。子供たちは施設の中の小学校に通い, を見つけたとき,こ こが神様のまことの教 私たちを助けてくれることを心から感謝 し

そこで生活をし,家 族と過ごせるのは土曜 会,あ の少年 ジョセブ･ス ミスが証をした て い ます 。

日の夕方から日曜 日の夕方 までの24時 間 主の教会,私 が探 していた本当の教会…… 私はこの地上に生命をいただいたとき,

だけでした。それでも家族や帰る家のある そう思い心が熱 くなりました。｢求めよ,さ 心臓に4つ の病がありました。またそれ以

子供は恵まれていました。土曜 日になって らば求むるものを与えらる。たずねよ,さ 後多くの障害を負いましたが,そ れは私が
み いだ たた

もだれも迎えに来ない孤児を見るのはとて らばたずぬるものを見出す。門を叩け,さ 天父のみもとに帰るための大切な試 しであ

もつ らい もの で した 。 らば開かる。 ったことを知 りました。今私は神様を知っ

身体に障害があるため,両 親から捨てら 求むる者はみなその求むるものを与えら ています。主によって生かされていること

れた子供に楽しい土曜日はありません。そ れ,た ずぬる者は見出し,門 を叩く人は開 を本当に感謝しています。福音が真実で,

んな日々の中で,私 は神様に対する希望を か る る な り。｣(IIIニ ー フ ァ イ14:7-8) モルモン経が確かに主の書物であることを

失 っ てい きま した。 それからレッスンは順調に進み,今 まで
きた

証いたします。｢もし人われに来らば,わ れ

どうしてこんな幼い子供たちが負いきれ の疑問がどんどん解けていきました。よく はかれにその弱点を認めさせん♂見よ,わ

ないほどの重荷を背負わなければならない 準備された宣教師のレッスンはみたまに満 れは人を謙遜にするために人に弱点を与う

のだろう……。そして私 自身も先天性の病 ちたものでした。私が受けたレッスンの中 れど,す べてわが前にへりくだる者には充

と,人 生で最 も楽しいと思われる十代の中 で宣教師は一言こう言いました。｢神様はあ 分わが恵みを授くるにより,か れらがわが

ごろにかかった難i病から絶望を感 じないで なたを心から愛しています。｣神様が私を愛 前にへ りくだりわれを信ずる時にはその弱

はいられない毎 日でした。神様なんていな している……。初めて聞くこの言葉が私の きを強きに変えん。｣(イ テル12:27)

いん だ,そ う思 い ま した。 心を貫きました。今までの苦しさや悲しみ
し､

主は生きておら礼 私たち一人一人を心

それ以来 自分を支えるものは自分自身 が癒えるのを感 じました。 から愛してくださっています。またいつも

の精神力だと考えていました。それから8 1984年6月10日,私 はバプテスマを受け いろいろなかたちで助けてくださる東大阪

年,あ る教会員の方からジョセブ･ス ミス ました。家族は反対 しましたが,私 の決心 ワー ド部の兄弟姉妹,宣 教師に感謝申しあ

の証 についてお話 を聞きました。もちろん は揺らぐことはありませんでした。神様の げます。イエス様がキリストであり,救 い

まったく信 じられないことでした。しかし みたまは私 を励 まし続けてくださいます。 主であることを証いたします。(す えたけ･

後 になってそのお話が少 しずつ私の心を変 その日から家族は私の求道者となりました。 ひろこ 大阪ステーキ部初等協会書記)

6ロ 』 カル
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隣i人を愛することです。(マ タイ22:36-

40参 照)私 は一番大切な戒めを破 っていま

した。私は長いこと大 きな罪を犯していた

ことに気づき,涙 が止まりませんでした。
ゆる

神様はもう私のことなど赦してはくださら

ないだろうと思うと悲しくて悲 しくて仕方

ありませんでした。そのとき,私 の心は言

私蓑瀦 巖欝霧掃
ませんでした。ただ単に,あ たり前のよう

にモルモン経などを受け入れ,信 じていた

葉では言い表わせない温かい平安な気持ち

で満たされました。それと同時に,私 は何

リックスカレッジへ行 っていたときに改宗 か らで す。 か大きな存在を感じ,確 かに救いの計画が

しました。その前に1年 間,ユ タ州のモル 私はJMTCに 入 ってから,自 分の証が 存在すること,終 わ りが近いことなどが頭

モンの家庭でホームステイをしていました 小さいことに気づきました。同じ第96期 生 の中を駆けめぐり,す べてが真実であるこ

が,そ のころは英語 もよくわからず,毎 週 の長老,姉 妹たちは本当にすばらしい宣教 とを知 りました。

日曜日に教会へ行 きながらも,い まひとつ 師の卵たちでした。彼らの霊的な高さ,知 私たちが無駄に時を過ごしているうちに,

興味を持てずにいました。 識の豊富さを目のあたりにし,私 は劣等感 終わりが来ます。必ず来ます。それを確か

リックスに行 ったとき,日 本人の帰還宣 を感じていました。 に感じています。私はまだまだ未熟な宣教

教師の姉妹たちと出会い,日 本語で福音を JMTCに 入 ったときから,い つも私は, 師ですが,伝 道に出ることができたことに

聞く機 会がありました。私は小さいころか 強い証を得られるように神様に祈 りました。 感謝しています。また,伝 道 に出させてく

ら,神 様の存在 だけは強く信じていました ところが,い くら祈っても,神 様から返事
●

れた私の両親に感謝しています。(いおか･

ので,彼 女たちの話を素直に受け入れるこ がありません。それどころか何 も感じず, ひさこ1966年 生 まれ,BYUハ ワイ第1ス

とができました。モルモン経やジョセブ･ みたまを得ることができなくなりました。 テーキ部BYUハ ワイ第3ワ ード部出身)

ス ミスの物語なども,何 ら違和感を覚える 'JMTC最 後 の日
,証 会がありました。ほ

ことはありませんでした。｢祈 ってくださ かの長老たち,姉 妹たちはみたまに満たさ

い｣と 言われれば忠実に毎朝毎晩祈 りまし れ,涙 を流しています。でも私の心の中は 1編 集室から
た。 また,レ ッス ンで 断食 の こ と につ い て 空っぽでした。全貝証をするので私 も仕方

●心に残った記事の感想文,各 地の話題や
学べば,す ぐに断食をしてみたりもしまし なく立ち上がり証をしました。そのとき証 行 事,｢日 々の 恵 み｣コ ー ナ晶 の 証,｢職 業

た。それでも私は,神 様から祈 りの確かな したことはうそではありませんが,心 の中 と信仰 シ リー ズ｣,カ ッ トな ど をお 送 リ くだ

答えを受け,強 い証 を持ってこの教会に入

ったわけではありませんでした。アメリカ

はむなしく,み たまに満たされて泣くとい

うよりも,自 分が情けなくて泣きたいとい

さ'い。ll月 号掲載分の締切 りは9月lo臼 〔必

着〕です。投稿には必ず連絡先〔電話番号〕,

教会での責任〔役職名〕,生 年月日を記入し
に住んでいたとき,い つでも私の周 りはモ う気持ちでいっぱいでした。 てください。お送リいただいた原稿は一部

ルモンの人ばかりで,彼 らの模範によって 1カ 月間ぐらい,み たまを感じられない 手直しすることがあります。

この教会に導かれたと言ってもよいでしょ 日々が続きました。毎 日求道者たちに,モ
● あ て先:〒106東 京都 港 区 南麻 布5-10

-30末 日聖 徒 イ エ ス･キ リス ト教 会｢聖

う 。 ロナイ書第10章4節 や,救 いの計画につい 徒 の道｣編 集 室 岱03(444)5264

2年 の間,こ んな小さな証だけでここま て説明し,証 をしていましたが,胸 に何 も

で来れたのは,バ プテスマ以来ずっと,モ 感 じるものがないので,だ んだん疑いの心

o脚.

1おわび証 与愚言親識 隻≠
ルモンの社会の中で生活することができた がわき始めました。本当は,神 様なんて存

キ部長会の写真に誤リがありました。おわ

からです。もし私が 日本で福音を聞いたな 在せず,救 いの計画もないのではないか, びして訂正いたします。写真左よリ柏山歳

らば,た ぶん改宗することはなかったでし 私の今やっていることは大きな間違いなの 夫第一副ステーキ部長,牧 瀬十二郎ステー

ようし,し たとしてもすぐに不活発になっ

■

ではないかと……。でも私は人に証して歩
キ部長,守 谷歓二第二副ステーキ部長。

ただろうと思います。 く宣教師なのだから,こ のままではいけな 葦

一教 会員として生活していたときは
,小

さな証だけでも,何 の不快感 もなく満足し

ていましたが,宣 教師となり立場が変わる

と,そ うはいかなくなってきました。宣教

師は,毎 日人々に証をして歩きますが,私

は自信を持って雄々しく証することができ

いと思い,神 様に助けを求めました。でも

答えはありません。私は我慢できなくなり,

今週1週 間何も得 られなかったら,真 剣に

宣教師をやめることを考えようと思い,神

様に祈 り,働 きました。

そして1週 間後,私 は大きな証を得るこ
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